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(57)【要約】
　本開示は、（約２ｇｆ／ｍｍ～１５ｇｆ／ｍｍ）の適
切な弾性率を提供しながら、弾性体の下で１ｐｓｉ未満
の低圧（下の方法におけるストランド下圧力試験により
定められた条件による）を送達するために、１つ以上の
複数の密に離間配置された（４ｍｍ未満、３ｍｍ未満、
２ｍｍ未満、及び１ｍｍ未満）及び／又は低デシテック
ス（３００未満、２００未満、１００未満ｄｔｅｘ）及
び／又は低歪み（３００％未満、２００％未満、１００
％未満）の弾性体を含むベルトを含み、結果として、約
１．０～約３の着用比率をもたらして、物品を適用しや
すくし、物品を着用者の適所に快適に維持する、吸収性
物品に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収性物品を含むパッケージであって、
　複数の吸収性物品を収容し、平均対象体重及び着用比率を計算するために使用されるサ
イズ情報を示す表示部を含む、パッケージ材料と、
　前記複数吸収性物品の各吸収性物品であって、
　　トップシートと、バックシートと、前記トップシートと前記バックシートとの間に配
置された吸収性コアと、を含むシャーシであって、前端縁部と、後端縁部と、を含むシャ
ーシと、
　　前記後側腰部領域に配置され、前記シャーシの前記後側腰部領域の長手方向外側寄り
に重なり且つ延在する、後側ベルトと、
　　前記前側腰部領域に配置され、前記シャーシの前記前側腰部領域の長手方向外側寄り
に重なり且つ延在する、前側ベルトと、
　　長手方向軸と、
　　横軸と、を含み
　　前記第１の複数の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２の複
数の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、
　　前記後側ベルトは、４つの等しいセクションに分割され、セクション４は、前記後側
ベルトの近位端縁部を含み、セクション１は、前記後側ベルトの遠位端縁部を含み、セク
ション２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接し、
　　前記前側ベルトは、４つの等しいセクションに分割され、セクション４は、前記前側
ベルトの近位端縁部を含み、セクション１は、前記前側ベルトの遠位端縁部を含み、セク
ション２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接し、
　　前記吸収性物品は、約１．０～約１．５の着用比率を有する、吸収性物品と、を含む
パッケージ。
【請求項２】
　前記前側ベルト及び後側ベルトが個別であり、前記シャーシの衣類に面する表面に接合
される、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約２ｇｆ／ｍｍ～約１５ｇｆ／
ｍｍの断面係数を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約２ｇｆ
／ｍｍ～約１５ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する、請求項１～２のいずれか一項に記載のパ
ッケージ。
【請求項４】
　前記着用比率が、約１．０～約１．３である、請求項１～３のいずれか一項に記載のパ
ッケージ。
【請求項５】
　前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．２５ｍ
ｍ～約３ｍｍの平均ストランド間隔を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載のパッ
ケージ。
【請求項６】
　前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約１０～約６
００の平均Ｄｔｅｘを有する、請求項１～５のいずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項７】
　前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．１～約
１ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～６のいずれか一項に記載のパッケージ
。
【請求項８】
　前記弛緩した製品腰部幅が、約８０ｍｍ～約２７０ｍｍであり、前記平均対象体重が、
約６ｋｇ～約５０ｋｇである、請求項１～７のいずれか一項に記載のパッケージ。
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【請求項９】
　前記弛緩した製品腰部幅が、約２３０ｍｍ～約４００ｍｍであり、前記平均対象体重が
、約６０ｋｇ～約１３５ｋｇである、請求項１～７のいずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項１０】
　前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上の前記係数が、約３ｇｆ／ｍｍ～約
１２ｇｆ／ｍｍの断面係数を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が
、約３ｇｆ／ｍｍ～約１２ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する、請求項１～９のいずれか一項
に記載のパッケージ。
【請求項１１】
　前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約０．２～約０．７ｐｓｉのス
トランド下圧力を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約０．２
～約０．７ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の
パッケージ。
【請求項１２】
　前記着用比率が、約１．２～約１．３である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の
パッケージ。
【請求項１３】
　前記前側ベルト及び後側ベルトが、前記シャーシと一体である、請求項１、及び３～１
２のいずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項１４】
　前記後側ベルトのセクション１における最遠位弾性ストランドの少なくとも一部が、異
なるように着色され、かつ／又はそれらと重なり合う不織布は、着色されるか、若しくは
前記後側ベルトのセクション２における前記弾性ストランドから前記最遠位弾性体の少な
くとも一部を区別する図形を含み、前記前側ベルトのセクション１における最遠位弾性ス
トランドの少なくとも一部が、異なるように着色され、かつ／又はそれらと重なり合う不
織布は、着色されるか、若しくは前記前側ベルトのセクション２における前記弾性ストラ
ンドから前記最遠位弾性体の少なくとも一部を区別する図形を含む、請求項１～１３のい
ずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項１５】
　前記後側ベルトのセクション１が、前記前側ベルトのセクション１より長手方向に長い
、請求項１～１４のいずれか一項に記載のパッケージ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、吸収性物品に関し、より具体的には、使い捨て吸収性物品の様々な構成要素
において実施するように構成された改善されたエラストマー積層体を含む使い捨て吸収性
物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　閉鎖形態のパンツを着用するために、着用者は、腰部縁部で物品を把持し、足を腰部開
口部の中に入れ、次いでパンツを引き伸ばし、臀部の上で腰部まで引っ張ることによって
開始する。成人は、典型的には、多くの幼児及び小児と同様に、このことを自分に実行す
る。他の場合には、介護者は、パンツをユーザに着用させてもよい。閉鎖形態のパンツを
着用することは、特に、パンツの弛緩した腰部開口部が、引っ張られる必要がある最大の
身体周囲よりもはるかに小さい場合には困難であり得る。逆に、着用後に良好なフィット
を維持するために、パンツの腰部領域は、ユーザの腰部及び臀部に十分な圧力を送達しな
ければならない。十分な圧力を送達するために、パンツの腰部領域は、身体に着用されて
いる間に伸張される必要があり、したがって、パンツの弛緩した腰部は、ユーザの腰部及
び臀部よりも小さくなければならない。したがって、閉鎖形態のパンツに対する競合する
ニーズが存在する。着用を容易にするための、ユーザの身体に対して大きな弛緩した腰部
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、及び良好なフィットのための、ユーザの身体に対して小さな弛緩した腰部である。
【０００３】
　腰部ベルト用の弾性ストランドを含む現在市場に出ている閉鎖形態のパンツ製品は、着
用者の身体に十分な着用圧力を送達するために、着用しやすさを損なう傾向がある。これ
は、それらの平均ストランド間隔及び平均Ｄｔｅｘによるものであり、その結果は比較的
低弾性であり、したがって必要な圧力を送達するためにより多くの伸張を必要とする。こ
れらは、より大きな予歪みを介して、このより大きな使用中伸張を達成し、その結果、そ
れらの弛緩した腰部は、ユーザの身体よりも著しく小さくなる。一旦適用されると、その
ような構造は、所望のストランド下圧力よりも高くなり、快適性の低減及び皮膚の跡の増
加をもたらす。
【０００４】
　本開示の重要な利益は、改善されたエラストマー積層体が、現在市販されているストラ
ンド状の閉鎖形態のパンツ物品に必要とされる予歪み量を伴わずに、良好なフィットに必
要な十分な装着圧力を送達することである。これにより、着用の容易さを損なうことがな
い、閉鎖形態のパンツ物品が得られる。一旦適用されると、このような構造は、より低い
ストランド下圧力をもたらし、快適性の向上、フィット性の改善、及び皮膚の跡のほとん
ど又は全くもたらさない。
【０００５】
　したがって、皮膚に非常に低い圧力、持続的なフィット感、低弾性率、高伸張性のため
の適切な力を送達する製品を作製することである、長年の未解決の消費者ニーズが存在し
ている。このような吸収性物品は、改善された皮膚状態、皮膚の跡、適用の容易さ、除去
の容易さ、改善された持続的なフィット、改善されたガスケッチング、並びに改善された
身体適合性及び着用者の快適性を提供するであろう。
【０００６】
　満たされていない消費者ニーズの全てに対して送達するためには、吸収性物品に使用さ
れるエラストマー積層体の完全な構造的再設計を必要とする。そのような固有の特性のブ
レンドを送達するのに必要な弾性デシテックス、弾性ストランド間隔、弾性体の数、及び
弾性予歪みのバランスは、従来技術を大幅に下回る非常に低い弾性デシテックス、また従
来技術を大幅に下回る同様に非常に低い弾性体間距離で配置され、次にそれが、従来技術
で既知のものを大幅に上回る多数の弾性体を必要とすること、及び同様に低くかつ既知の
従来技術のほぼ全てを大幅に下回る弾性歪みを必要とする。
【０００７】
　ストランドデシテックス、ストランド間隔、弾性率、着用比率、及びストランド下圧力
を含む、いくつかの相互依存構造パラメータが存在する。これらの固有の特性をバランス
させることにより、本開示のエラストマー積層体は、持続的なフィット及び物品のガスケ
ッチングを提供する７ｇｆ／ｍｍの十分なフープ力を送達しながら、皮膚上に低い圧力、
快適なフィット、及び着用しやすさを送達することを可能にする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本開示の着用利益は、既に開示又は使い捨て吸収性物品に実施されているよりも大きい
繊度（例えば、より小さいデシテックス）及びより近い間隔を有する、より多くの弾性ス
トランドを含むエラストマー積層体によって可能になる。これらの改善されたエラストマ
ー積層体を、着用者の腰部、脚部、股部、及び側部におけるフィット及びガスケッチング
を含む着用と共にかつそれを越えた様々な利益を得るために使い捨て吸収性物品（例えば
、乳児及び成人用テープ式おむつ、乳児及び成人用パンツ、婦人用パッド、及び婦人用ラ
イナー）の構成要素として使用して、一般的に最高レベルの延伸性、最も快適な着用状態
、改善された皮膚状態（すなわち、低減した皮膚の跡）、改善された漏れ防止及びより良
好なフィットをもたらすことができる。
【０００９】
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　本明細書に開示される利益は、現在知られている従来のエラストマー積層体とは対照的
であり、従来のエラストマー積層体は典型的には、（開示されたエラストマー積層体に対
して）より高いデシテックス、及び（開示されたエラストマー積層体に対して）より大き
な間隔の弾性ストランドを含み、これにより、皮膚上で各弾性体によって付与される圧力
が高くなり、エラストマー積層体のより大きな制御されないしわにつながり、これらの両
方が、皮膚の跡の増加及び快適性の低減をもたらす。従来のエラストマー積層体は、典型
的には、（消費者要件と組み合わせた）製造の制限により、少なくとも４ｍｍ離間した複
数の弾性体を含む。フィルムエラストマー積層体に関して、それらは著しくより閉塞性で
あり（すなわち、通気性が低く、空気透過性がない）、皮膚の水和が大きくなり、水和し
た皮膚に関連する跡が増加する。また、フィルムエラストマー積層体は、ストランド状エ
ラストマー積層体に対してより高い弾性率を有する傾向があり、したがって、適用するの
がより困難であり（着用のために開くことが困難になる）、また、着用者の所与のフィッ
ト範囲を覆うためにより多くのサイズを必要とする。押出ストランドに関しては、多くの
フィルムと同様に、典型的には、経時的に応力緩和を経験して、したがって腰部及び脚部
で適切な力を維持しないで、着用時間全体にわたって適切かつ持続的なフィットを提供す
る熱可塑性材料を含む。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　開示される一例では、吸収性物品は、平均対象体重及び着用比率を計算するために使用
されるサイズ情報サイズ情報（sizing information sizing information）の表示部を含
むパッケージ内の複数の吸収性物品のうちの１つであってもよい。パッケージ内の各吸収
性物品は、シャーシ、後側ベルト、前側ベルト、長手方向軸、及び横方向軸を含んでもよ
い。シャーシは、トップシート、バックシートを含んでもよく、吸収性コアは、トップシ
ートとバックシートとの間に配置されてもよい。シャーシは、前端縁部及び後端縁部を含
んでもよい。後側ベルトは、後側腰部領域に配置され、シャーシの後側腰部領域の外側寄
りに重なり且つ延在してもよい。前側ベルトは、前側腰部領域に配置され、シャーシの前
側腰部領域の外側寄りに重なり且つ延在してもよい。後側ベルトは、約４０本超の弾性ス
トランドを含む第１の複数の弾性体を含んでもよく、前側ベルトは、約４０本超の弾性ス
トランドを含む第２の複数の弾性体を含んでもよい。第１の複数の弾性体は、４ｍｍ未満
の平均ストランド間隔を有してもよく、第２の複数の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストラ
ンド間隔を有してもよい。後側ベルトは、４つの等しいセクションに分割されてもよく、
セクション４は後側ベルトの近位端縁部を含んでもよい。セクション１は、後側ベルトの
遠位端縁部を含んでもよい。セクション２は、セクション１に近接していてもよく、セク
ション３はセクション４に近接していてもよい。前側ベルトは、４つの等しいセクション
に分割されてもよく、セクション４は前側ベルトの近位端縁部を含んでもよい。セクショ
ン１は、前側ベルトの遠位端縁部を含んでもよい。セクション２は、セクション１に近接
していてもよく、セクション３はセクション４に近接していてもよい。吸収性物品は、約
１．０～約３の着用比率を有してもよい。
【００１１】
　前側ベルト及び後側ベルトは、個別であってもよく、シャーシの衣類に面する表面に接
合されてもよい。
【００１２】
　後側ベルトのセクションのうちの１つ以上は、約２ｇｆ／ｍｍ～約１５ｇｆ／ｍｍの断
面係数を有し得る。前側ベルトのセクションのうちの１つ以上は、約２ｇｆ／ｍｍ～約１
５ｇｆ／ｍｍの断面係数を有し得る。
【００１３】
　着用比率は、約１．０～約２．５であり得る。
【００１４】
　第１の複数の弾性体及び第２の複数の弾性体の一方又は両方は、約０．２５ｍｍ～約４
ｍｍの平均ストランド間隔を有してもよい。
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【００１５】
　第１の複数の弾性体及び第２の複数の弾性体の一方又は両方は、約１０～約６００の平
均Ｄｔｅｘを有してもよい。
【００１６】
　第１の複数の弾性体及び第２の複数の弾性体の一方又は両方は、約０．１～約１ｐｓｉ
のストランド下圧力を有してもよい。
【００１７】
　第１の複数の弾性体及び第２の複数の弾性体の一方又は両方は、約０．５ｍｍ～約３ｍ
ｍの平均ストランド間隔、約２０～約５００の平均Ｄｔｅｘ、及び約０．２～約０．８ｐ
ｓｉのストランド下圧力を有してもよい。
【００１８】
　弛緩した製品腰部幅は、約８０ｍｍ～約２７０ｍｍであってもよく、平均対象体重は、
約６ｋｇ～約５０ｋｇであってもよい。
【００１９】
　弛緩した製品腰部幅は、約２３０ｍｍ～約４００ｍｍであってもよく、平均対象体重は
、約６０ｋｇ～約１３５ｋｇであってもよい。
【００２０】
　開示される別の例では、吸収性物品は、平均対象体重及び着用比率を計算するために使
用されるサイズ情報サイズ情報の表示部を含むパッケージ内の複数の吸収性物品のうちの
１つであってもよい。パッケージ内の各吸収性物品は、シャーシ、後側ベルト、前側ベル
ト、横方向軸、及び長手方向軸を含んでもよい。シャーシは、トップシート、バックシー
トを含んでもよく、吸収性コアは、トップシートとバックシートとの間に配置されてもよ
く、シャーシは、前端縁部、及び後端縁部を備えてもよい。後側ベルトは、後側腰部領域
に配置され、シャーシの後側腰部領域の外側寄りに重なり且つ延在してもよい。前側ベル
トは、前側腰部領域に配置され、シャーシの前側腰部領域の外側寄りに重なり且つ延在し
てもよい。後側ベルトは、約４０本超の弾性ストランドを含む第１の複数の弾性体を含ん
でもよく、前側ベルトは、約４０本超の弾性ストランドを含む第２の複数の弾性体を含ん
でもよい。第１の複数の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有してもよく、第
２の複数の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有してもよい。後側ベルトは、
４つの等しいセクションに分割されてもよく、セクション４は後側ベルトの近位端縁部を
含んでもよい。セクション１は、後側ベルトの遠位端縁部を含んでもよい。セクション２
は、セクション１に近接していてもよく、セクション３はセクション４に近接していても
よい。前側ベルトは、４つの等しいセクションに分割されてもよく、セクション４は前側
ベルトの近位端縁部を含んでもよい。セクション１は、前側ベルトの遠位端縁部を含んで
もよい。セクション２は、セクション１に近接していてもよく、セクション３はセクショ
ン４に近接していてもよい。吸収性物品は、約１．２５～２．５の着用比率を有してもよ
い。後側ベルトのセクションのうちの１つ以上の弾性率は、約３ｇｆ／ｍｍ～約１２ｇｆ
／ｍｍの断面係数を有してもよく、前側ベルトのセクションのうちの１つ以上は、約３ｇ
ｆ／ｍｍ～約１２ｇｆ／ｍｍの断面係数を有してもよく、後側ベルトのセクションのうち
の１つ以上は、約０．２～約０．８ｐｓｉのストランド下圧力を有してもよく、前側ベル
トのセクションのうちの１つ以上は、約０．２～約０．８ｐｓｉのストランド下圧力を有
してもよい。
【００２１】
　吸収性物品は、約１．３～約２．０の着用比率を有してもよい。
【００２２】
　前側ベルト及び後側ベルトは、個別であってもよく、シャーシの衣類に面する表面に接
合されてもよい。
【００２３】
　前側ベルト及び後側ベルトは、シャーシと一体であってもよい。
【００２４】
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　後側ベルトの１つ以上のセクションの断面係数は、約４ｇｆ／ｍｍ～約１０ｇｆ／ｍｍ
であってもよく、前側ベルトの１つ以上のセクションの断面係数は、約４ｇｆ／ｍｍ～約
１０ｇｆ／ｍｍであってもよい。
【００２５】
　後側ベルトの１つ以上のセクションは、約０．５ｍｍ～約２．５ｍｍの平均ストランド
間隔を有してもよく、前側ベルトの１つ以上のセクションは、約０．５ｍｍ～約２．５ｍ
ｍの平均ストランド間隔を有してもよい。
【００２６】
　後側ベルトの１つのセクションは、後側ベルトの他のセクションに対してより多くの弾
性ストランドを有してもよく、前側ベルトの１つのセクションは、前側ベルトの他のセク
ションに対してより多くの弾性ストランドを有してもよい。
【００２７】
　後側ベルトの第１の複数の弾性体及び前側ベルトの第２の複数の弾性体は、約４０～約
４００の平均Ｄｔｅｘを有する。
【００２８】
　後側ベルトのセクション１における最遠位弾性ストランドの少なくとも一部は、異なる
ように着色されてもよく、かつ／又はそれらと重なり合う不織布は、着色されてもよいか
、若しくは後側ベルトのセクション２における弾性ストランドから最遠位弾性体の少なく
とも一部を区別する図形を含んでもよい。また、前側ベルトのセクション１における最遠
位弾性ストランドの少なくとも一部は、異なるように着色されてもよく、かつ／又はそれ
らと重なり合う不織布は、着色されてもよいか、若しくは前側ベルトのセクション２にお
ける弾性ストランドから最遠位弾性体の少なくとも一部を区別する図形を含んでもよい。
【００２９】
　後側ベルトのセクション１は、前側ベルトのセクション１よりも長手方向に長くてもよ
い。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】着用比率を示す。
【図２】平らに広げられ、弛緩し、かつ折り畳まれていない状態の、閉鎖形態のパンツ製
品の斜視正面図を示す。
【図３】再締結可能なサイドシームを有するサイドパネルを含むパンツの側面図である。
【図３Ａ】図３のパンツの線３Ａ－３Ａに沿って取られた再締結可能なシームの断面図で
ある。
【図３Ｂ】サイドパネルを接合して腰部開口部及び脚部開口部を形成する前の、図３に例
示されるパンツの平面図である。
【図４】サイドパネルを接合して腰部開口部及び脚部開口部を形成する前の、一体式サイ
ドパネルを含むパンツの平面図である。
【図５】複数の弾性ゾーンを含むベルトを含むパンツの斜視正面図である。
【図５Ａ】図５のパンツの斜視背面図である。
【図６】連続弾性体及び不連続弾性体の両方を有する別個のベルトを含むパンツの斜視正
面図である。
【図７】ベルトの側縁部を接合して腰部開口部及び脚部開口部を形成する前の、図６のパ
ンツの平面図である。
【図７Ａ】伸縮性トップシート及び伸縮性バックシートを示す、図７のベルトパンツの代
替的な実施形態の平面図である。
【図７Ｂ】伸縮性トップシート（長手方向軸４２と平行に配向された複数の弾性体３１６
を示す）及び伸縮性バックシート（長手方向軸４２と平行に配向された複数の弾性体３１
６を示す）を図示する、横軸に沿って取られた、図７Ａのパンツの断面図である。
【図７Ｃ】横軸に沿って取られた図７Ａのパンツの代替的な実施形態の断面図であり、コ
アラップはコア１２８を完全に取り巻き、複数の弾性体３１６は、コアラップ７４とバッ
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クシート１２５との間で長手方向軸４２と平行に配向され、コアラップ７４とトップシー
ト１２４との間の長手方向軸４２と平行に配向され、コア１２８は、パルプ５３と混合さ
れたＡＧＭ５１を含む。
【図７Ｄ】長手方向に対向する別個のベルトを示す、長手方向軸４２に沿って取られた図
７のパンツの代替的な実施形態の断面図であり、複数の弾性体３１６は、コアラップ７４
とトップシート１２４との間の横方向軸４４と平行に配向され、バックシートフィルム１
２６とバックシート不織布１２７との間の横方向軸４４と平行に配向されている。
【図７Ｅ】長手方向軸４２に沿って取られた図７のベルトパンツの代替的な実施形態の断
面図であり、長手方向に対向する別個の内側ベルト層４３２及び共通外側ベルト層４３４
を示し、コアにわたって連続的に延在する複数の弾性体３１６を示す。
【図８】ベルトの側縁部を接合して腰部開口部及び脚部開口部を形成する前のパンツの平
面図であり、潜在的な着用者の低運動ゾーン内に配置された複数のビームされた弾性ゾー
ンを示す。
【図９】一対の成形された別個のエラストマー耳パネル５３０及び一対の非エラストマー
耳パネル５４０を含むテープ式おむつの平面図である。
【図９Ａ】図９のテープ式おむつの斜視正面図である。
【図１０】一対の別個のエラストマー耳パネル及び一対の非エラストマー耳パネル及び成
形されたバックシートを含むテープ式おむつの平面図である。
【図１１】婦人衛生物品８０１、具体的にはライナーの外部平面図である。
【図１１Ａ】レッグカフ５２を示す図１１の婦人衛生物品８０１の内部平面図である。
【図１１Ｂ】図９の婦人衛生物品８０１の横方向軸４４に沿った、婦人衛生物品８０１の
断面図である。
【図１２】婦人衛生物品８０１、具体的にはパッドの内部平面図であり、伸縮性羽根８０
２を示し、複数の弾性体３１６は、長手方向軸４２及び横方向軸４４に対して約４５度の
角度にある。
【図１２Ａ】伸縮性羽根８０２を示す図１２の婦人衛生物品８０１の代替的実施形態の外
部平面図であり、複数の弾性体３１６は、長手方向軸４２と平行に配向されている。
【図１２Ｂ】図１２Ａの婦人衛生物品８０１の線１２Ｂ／Ｃ－１２Ｂ／Ｃに沿った婦人衛
生物品８０１の断面図であり、羽根を構成する層の間のストランドを示す。
【図１２Ｃ】図１２Ａの婦人衛生物品８０１の線１２Ｂ／Ｃ－１２Ｂ／Ｃに沿った婦人衛
生物品８０１の代替的な実施形態の断面図であり、羽根を構成する層の間のストランドの
うちの１つの層のみ、並びにトップシート１２４及び二次トップシート１２４’の一部分
の下にあるストランド、又はトップシート１２４及び二次トップシート１２４’の一部分
を形成するストランドを示す。
【図１３】横方向バリアを含むテープ式物品の斜視内部上面図である。
【図１４】第１の基材と第２の基材との間に位置付けられた第１の複数の弾性体を含むエ
ラストマー積層体を製造するように適合された加工装置の概略側面図である。
【図１４Ａ】線１４Ａ－１４Ａに沿って取られた図１４の加工装置の図である。
【図１５】断面係数を示す。
【図１６】ストランド下圧力を示す。
【図１７】着用者の腰部周囲と臀部周囲との間の関係を示すチャートであり、臀部周囲は
、全着用者の９０％超でその２つのうち大きい方である。
【図１８】着用者の臀部周囲と体重との間の関係を示すチャートであり、体重に対する平
均臀部周囲は、合理的に予測され得る。
【図１９】着用者の体重と腰部周囲との間の関係を示すチャートであり、腰部に対する平
均体重は、特により大きな着用者に関して合理的に予測され得る。
【図２０】サンプルホルダー装置のバーＣ（６０４）及びバーＯ（６０５）を示す。
【図２１】平坦な、折り畳まれていない閉鎖形態のパンツを示す。
【図２２】試験装置内の閉鎖形態のパンツを示す。
【図２３】一定のフープ力及び一定の平均Ｄｔｅｘを有するストランド状ベルトについて
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平均ストランド間隔、断面係数、及び着用比率の間の関係を示すチャートである。
【図２４】一定のフープ力及び一定の平均Ｄｔｅｘを有するストランド状ベルトについて
平均ストランド間隔、断面係数、及びストランド下圧力の間の関係を示すチャートである
。
【図２５】様々なエラストマー積層体の経時的な力緩和を示すグラフである。
【図２６】寸法表示を有するパッケージ化された物品を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本開示は、より大きい繊度（すなわち、より低いデシテックス）及び使い捨て吸収性物
品において以前に開示された又は実践されているよりも狭い間隔を有する、より多数の弾
性ストランドを含む、改善されたエラストマー積層体（「ビームされた弾性体」を含む「
ビームされたエラストマー積層体」とも呼ばれる）を詳細に詳述する。これらの改善され
たエラストマー積層体を、着用者の腰部、脚部、股部、及び側部におけるフィット及びガ
スケッチング用の使い捨て吸収性物品（例えば、テープ式おむつ、パンツ、パッド、及び
ライナー）の構成要素として使用して、一般的に最高レベルの延伸性、最も快適な着用状
態、改善された漏れ防止及びより良好なフィットをもたらすことができる。
【００３２】
　本開示を理解する上で、以下の用語説明が有用であり得る。
【００３３】
　吸収性物品に関連する「使い捨て」は、その吸収性物品について、洗濯するか、又は別
の方法で吸収性物品として復元されるか若しくは再利用されることが、一般的に意図され
ていないこと（即ち、それらの吸収性物品について、１回の使用の後で廃棄されたり、好
ましくは、リサイクルされたり、堆肥化されたり、又はその他環境に適合する方法で廃棄
されたりすることが意図されていること）を意味する。使い捨て吸収性物品は、多くの場
合、物品を一緒に保持するために層及び／又は複数の弾性体間に接着剤を含む（例えば、
耳パネル、サイドパネル、及びベルトは、接着剤を介してシャーシに接合され、耳パネル
、サイドパネル、ベルト、及びシャーシの層は、接着剤を使用して一緒に接合される）。
あるいは、熱及び／又は圧力結合は、接着剤と共に、又は接着剤の代わりに使用される。
そのような場合、材料層の部分は、部分的に溶融され、一緒に押圧され得、その結果一旦
冷却されると、それらは、物理的に一緒に結合される。不織布（例えば、ポリプロピレン
、ポリエチレンなどを含む）、接着剤（例えば、スチレン系ブロックコポリマー（例えば
、ＳＩＳ、ＳＢＳ）を含む）、及び吸収性ゲル材料（ＡＧＭ　５１－図７及び７Ｂを参照
）は、使い捨て吸収性物品の重量の５０％超、７５％超、及び多くの場合９０％超を構成
する。また、ＡＧＭ　５１を含むコアは多くの場合、通常の条件下でＡＧＭ　５１を封入
して封じ込める様式で、シャーシ内に保持される。このような使い捨て吸収性物品は、典
型的には、約１００ｍＬ超の流体の吸収能力を有し、最大約５００ｍＬ以上の流体の容量
を有することができる。縫製（糸の使用を含む）及び／又は織布材料は、典型的には、使
い捨て吸収性物品を作製するためには使用されない。縫製又は織布材料が使用される場合
、それらは、使い捨て吸収性物品の非常に小さい割合を占める。締結具のための使い捨て
吸収性物品の一部のランディングゾーンは、織布材料を含むことができるが、使い捨て吸
収性物品の他の部分は、典型的には織布材料を含まない。
【００３４】
　「吸収性物品」とは、身体排泄物を吸収及び封じ込める器具を指し、より詳細には、着
用者の身体に接して、又は着用者の身体の近位に置かれて、身体から排出される様々な排
泄物を吸収し、封じ込める器具を指す。吸収性物品の例としては、おむつ、トレーニング
パンツ、プルオンパンツ式おむつ（即ち、米国特許第６，１２０，４８７号に示されてい
るような予め形成された腰部開口部及び脚部開口部を有するおむつ）、再締結可能なおむ
つ若しくはパンツ型おむつ、失禁用ブリーフ及び下着、おむつホルダ及びライナー、例え
ばパンティライナー、婦人用パッド、吸収性挿入物などの婦人衛生衣類などが挙げられる
。
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【００３５】
　「近位」及び「遠位」とは、それぞれ、要素が構造体の長手方向中心線又は横方向中心
線に対して、相対的に近くに又は遠くに位置していることを指す（例えば、長手方向に延
びている、ある要素の近位縁部は、長手方向軸に対して、同じ要素の遠位縁部が、同じ長
手方向軸に対して位置するよりも近くに位置している）。
【００３６】
　「身体に面する」及び「衣類に面する」とは、それぞれ、要素、又は要素の表面、又は
要素の群の相対位置を指す。「身体に面する」とは、要素又は表面が、何らかの他の要素
又は表面よりも、着用時に着用者により近いことを意味する。「衣類に面する」とは、要
素又は表面が、何らかの他の要素又は表面よりも、着用時に着用者からより遠く離れてい
る（即ち、要素又は表面が、使い捨て吸収性物品の上に着用され得る着用者の衣類に対し
て近位にある）ことを意味する。
【００３７】
　「長手方向」とは、物品の腰部縁部から、反対側の腰部縁部まで実質的に垂直に、及び
物品の最大直線寸法に略平行に延びる方向を指す。長手方向の４５度以内の方向は、「長
手方向」であると見なされる。
【００３８】
　「横方向」は、物品の長手方向に延在する縁部から反対側の長手方向に延在する縁部ま
で延び、長手方向に概ね直角である方向を指す。横方向の４５度以内の方向は、「横方向
」であると見なされる。
【００３９】
　「配置される」（disposed）とは、要素が、ある特定の場所又は位置に置かれているこ
とを指す。
【００４０】
　「接合した」は、１つの要素を他の要素に直接付着させることによりその要素が他の要
素に直接固定される構成と、１つの要素を中間部材に付着させて、次に中間部材を他の要
素に付着させることにより、その要素が他の要素に間接的に固定される構成とを包含する
。
【００４１】
　「透水性」及び「不透水性」は、使い捨て吸収性物品が意図されたように使用される場
合の、材料の浸透性を指す。具体的には、用語「透水性」とは、層又は層構造体が、押し
付け圧力がない状態で、液体の水、尿又は合成尿が層又は層構造体の厚さを通過できるよ
うな、孔、開口部及び／又は相互に接続された空隙を有していることを指す。逆に、用語
「不透水性」は、層又は層構造体が、（重力などの自然の力の他に）押し付け圧力がない
状態では、液体の水、尿又は合成尿が層又は層構造体の厚さを通過できないようなもので
あることを指す。この定義により不透水性の層又は層状構造体は、水蒸気に対して透過性
であってもよい、すなわち、「蒸気透過性」であってもよい。
【００４２】
　「弾性」、「エラストマー」又は「エラストマー性」とは弾性特性を示す材料を指し、
これには、その弛緩した初期長さに力を加えると、その初期長さの１０％を超えて上回る
伸長長さに伸張又は伸長することが可能であり、且つ適用した力が解放された後で、ほぼ
その初期長さに実質的に回復する任意の材料が含まれる。エラストマー材料としては、エ
ラストマーフィルム、スクリム、不織布、リボン、ストランド及び他のシート状構造体を
挙げることができる。
【００４３】
　「予歪み」とは、エラストマー積層体又は吸収性物品の別の要素と組み合わせる前に、
弾性材料又はエラストマー材料にかかる歪みを指す。予歪みは、次の等式、予歪み＝（（
弾性体の伸張長さ－弾性体の弛緩長さ）／弾性体の弛緩長さ）＊１００によって決定され
る。
【００４４】
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　「Ｄｔｅｘ」としても知られる「デシテックス」は、糸又はフィラメントを測定するた
めに使用される織物産業で使用される測定値である。１デシテックス＝１グラム毎１０，
０００メートル。換言すれば、糸又はフィラメントが１０，０００リニアメートルの５０
０グラムの重さである場合、その糸又はフィラメントは５００デシテックスを有すること
になる。
【００４５】
　「基材」は、本明細書において、主に２次元（すなわち、ＸＹ平面）であり、厚さ（Ｚ
方向）がその長さ（Ｘ方向）及び幅（Ｙ方向）と比べて比較的小さい（すなわち１／１０
以下）材料を説明するために用いられる。基材の非限定的な例としては、ウェブ、繊維性
材料の１乃至複数の層、不織布、高分子フィルム若しくは金属箔などのフィルム及び箔が
挙げられる。これらの材料は、単独で使用される場合もあり、又は一体に積層された２つ
以上の層を含む場合もある。このため、ウェブは、基材である。
【００４６】
　本明細書では、「不織布」とは、連続的な（長い）フィラメント（繊維）及び／又は不
連続の（短い）フィラメント（繊維）から、例えば、スパンボンド法、メルトブロー法、
梳綿などのプロセスによって作製された材料を指す。不織布は、織られた又は編まれたフ
ィラメントパターンを有さない。
【００４７】
　本明細書では、「機械方向」（ＭＤ）とは、プロセスを通過する材料の流れの方向を指
す。加えて、材料の相対的配置及び動きは、あるプロセスを通過してそのプロセスの上流
からそのプロセスの下流に向かう機械方向に流れているものとして述べることができる。
【００４８】
　本明細書において、「横断方向」（ＣＤ）は、機械方向に対して概ね垂直な方向を指す
ために使用される。
【００４９】
　「テープ式おむつ」（「開放型おむつ」とも呼ばれる）とは、着用者に適用される前、
包装の際に、互いに締結、予締結、又は結合されていない初期前側腰部領域及び初期後部
腰部領域を有する使い捨て吸収性物品を指す。テープ式おむつは、腰部領域を共に締結又
は接合することなく、一方の腰部領域の内部が対向する腰部領域の内部と表面同士が接触
した状態で、横方向中心線の辺りで折り畳まれてもよい。テープ式おむつの例は、米国特
許第５，１６７，８９７号、同第５，３６０，４２０号、同第５，５９９，３３５号、同
第５，６４３，５８８号、同第５，６７４，２１６号、同第５，７０２，５５１号、同第
５，９６８，０２５号、同第６，１０７，５３７号、同第６，１１８，０４１号、同第６
，１５３，２０９号、同第６，４１０，１２９号、同第６，４２６，４４４号、同第６，
５８６，６５２号、同第６，６２７，７８７号、同第６，６１７，０１６号、同第６，８
２５，３９３号、及び同第６，８６１，５７１号、並びに米国特許出願公開第２０１３／
００７２８８７（Ａ１）号、同第２０１３／０２１１３５６（Ａ１）号、及び同第２０１
３／０３０６２２６（Ａ１）号の、様々な好適な構成で開示されている。
【００５０】
　本明細書では、「パンツ」（更に、「トレーニングパンツ」、「予め閉じたおむつ」、
「おむつパンツ」、「パンツ型おむつ」及び「プルオンおむつ」とも称する）とは、幼児
又は成人の着用者用に設計された、連続的な外辺部腰部開口部及び連続的な外辺部脚部開
口部を有する使い捨て吸収性物品を指す。パンツは、物品が着用者に適用される前に、連
続した又は閉じた腰部開口部及び少なくとも１つの連続した閉じた脚部開口部を有して構
成されてもよい。パンツは、任意の再締結可能な及び／又は恒久的な閉鎖部材（例えば、
シーム、熱結合、圧力溶接、接着剤、粘着結合、機械的締結具など）を使用して物品の一
部を互いに接合することを含むが、これらに限定されない、種々の技術で予備成形又は予
備締結され得る。パンツは、腰部領域において物品の外周部に沿った任意の場所で予備成
形され得る（例えば、側部が締結又は継ぎ合わされている、前側腰部が締結又は継ぎ合わ
されている、後側腰部が締結又は継ぎ合わされている）。様々な構成のおむつパンツの例
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が、米国特許第４，９４０，４６４号、同第５，０９２，８６１号、同第５，２４６，４
３３号、同第５，５６９，２３４号、同第５，８９７，５４５号、同第５，９５７，９０
８号、同第６，１２０，４８７号、同第６，１２０，４８９号、同第７，５６９，０３９
号、並びに米国特許出願公開第２００３／０２３３０８２（Ａ１）号、同第２００５／０
１０７７６４（Ａ１）号、同第２０１２／００６１０１６（Ａ１）号、同第２０１２／０
０６１０１５（Ａ１）号、同第２０１３／０２５５８６１（Ａ１）号、同第２０１３／０
２５５８６２（Ａ１）号、同第２０１３／０２５５８６３（Ａ１）号、同第２０１３／０
２５５８６４（Ａ１）号、及び同第２０１３／０２５５８６５（Ａ１）号に開示され、こ
れらの全ては、参照により本明細書に組み込まれている。
【００５１】
　「閉鎖形態」とは、連続した腰部開口部及び脚部開口部を形成するために、永久的に又
は再締結可能のいずれかで包装された状態で、対向する腰部区域が接合されていることを
意味する。
【００５２】
　「開放形態」とは、連続した腰部開口部及び脚部開口部を形成するために、対向する腰
部領域が最初に接合されていないが、物品の着用者に適用する前又は適用中に、腰部領域
を接合して、腰部開口部及び脚部開口部を形成する締結システムなどの閉鎖手段を備える
ことを意味する。
【００５３】
　本明細書で使用するとき、用語「チャネル」は、その材料層の周囲材料よりも実質的に
少ない坪量（例えば、５０％未満、７０％未満、９０％未満）を有する吸収性材料層内の
領域又はゾーンである。チャネルは、吸収性材料を実質的に含まない材料層内の領域であ
ってもよい（例えば、９０％が吸収性材料を含まない、９５％が吸収性材料を含まない、
又は９９％が吸収性材料を含まない、又は完全に吸収性材料を含まない）。チャネルは、
１つ以上の吸収性材料層を通って延在してもよい。チャネルは、一般に、吸収性材料層の
周囲領域よりも低い曲げ弾性率を有するので、材料層が、より簡単に屈曲し、かつ／又は
吸収性材料層の周囲区域内よりもチャネル内により多くの身体排出物を迅速に分配するこ
とができる。このため、チャネルは、チャネルの区域内の材料層における坪量を低減させ
ない、材料層内の単なる窪部ではない。
【００５４】
　着用比率
　着用しやすさは、図１に示すように、着用比率によって評価することができる。１未満
の着用比率は、消費者の臀部の幅が弛緩した製品腰部幅よりも小さいことを示す。製品の
収縮幅が着用者の臀部の幅よりも大きいため、１未満の着用比率は望ましくなく、したが
って、フィットを維持するために身体に対して不十分な圧力を送達することになる。１を
超える着用比率は、消費者の臀部の幅が弛緩した製品腰部幅よりも大きいことを示す。１
を下回ることなく接近する着用比率は、フィットのために十分な圧力を送達する一方で、
着用の容易さ、着用者の快適性、皮膚の圧力などのために望ましい。２あるいは３を超え
る着用比率は、本開示の範囲内であるが、弾性デシテックス、弾性ストランド間隔、弾性
体の数及び弾性予歪みの固有のバランスを必要として、そのような固有の特性のブレンド
を送達する。固有の特性のセットは、従来技術を大幅に下回る非常に低い弾性デシテック
ス、また従来技術を大幅に下回る同様に非常に低い弾性体間距離で配置され、次にそれが
、従来技術で既知のものを大幅に上回る多数の弾性体を必要とすること、及び同様に低く
かつ既知の従来技術のほぼ全てを大幅に下回る弾性歪みを必要とする。前述の単一の製品
で満たされない消費者ニーズに対して送達するために必要とされる特定の基準のセットは
、固有のエラストマー積層体構造を必要とするだけでなく、エラストマー積層体特性の正
しいバランスを達成するために、このような多数の低デシテックス弾性体を低予歪み及び
低間隔で送達するための、新しいプロセス、ビームされた弾性体（ビーム又はスプール上
に形成され、ビーム又はスプールから送達される複数の弾性体）を必要とする。これらの
固有の特性は、皮膚上の低い力、ストランド下圧力、適用しやすさ、快適性、フィット性
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などを送達しながらより高い着用比率を可能にする。発明者らの知識の限りではこのよう
なアプローチは、衛生物品、テープ型おむつ、おむつパンツ、成人用失禁物品、月経製品
などの吸収性物品の分野において開示されていないか、又は試みられていない。
【００５５】
　着用比率は次式により計算される。
　着用比率＝対象臀部／［２＊弛緩した製品腰部幅］
【００５６】
　着用比率には、単位がない。対象臀部及び弛緩した製品腰部幅の両方は、ｍｍ単位であ
る。
【００５７】
　図１７は、消費者の９０％超で、臀部周囲が腰部周囲より大きいことを示す。したがっ
て、閉鎖形態のパンツを着用するとき、臀部上に引き上げることは、パンツが伸張する必
要がある最大の身体領域を表す。
【００５８】
　典型的には、吸収性物品１００のパッケージ６１０は（図２６参照）、パッケージ化さ
れた物品がフィットすることを意図される、推奨される着用者の体重範囲（典型的には乳
児、小児、及び幼児用）で及び／又は腰部周囲（典型的には成人用吸収性物品製品用）に
よって標識される。結果として、体重及び／又は腰部周囲情報は、消費者が必要とする物
品の適切なサイズを識別するために、表示部１０００の一部としてパッケージ６１０上に
置かれることが最も多い。体重範囲によって推奨される製品の場合、平均対象体重は、最
小及び最大推奨体重の平均である。
【００５９】
　多くの成人用失禁製品では、腰部推奨のみが提供される。これらの製品の場合、平均対
象体重は、更に最小及び最大推奨腰部における平均体重を計算することによって決定する
ことができる。図１９は、この関係及び計算を示す。
　平均体重（ｋｇ）＝６．８１４２１６３＊腰部（ｍｍ）＾０．５－１３０．７２５６７
【００６０】
　製品の平均対象体重が決定されると、その対応する対象臀部は、図１８に示されるよう
に決定される。
　対象臀部（ｍｍ）＝１０２．４８５７４＋１０８．６２２１９＊平均対象体重（ｋｇ）
＾０．５
【００６１】
　本開示の吸収性物品
　本開示のエラストマー積層体を含む製品は、乳児及び成人用使い捨て吸収性物品を含む
使い捨てテープ式及びパンツなどの、尿、経血、及び／又は糞便などの身体排出物を管理
するように一般的に設計及び構成された、異なる構造及び／又は形態の吸収性物品１００
を含んでもよい。
【００６２】
　図に示されるように、本開示の吸収性物品１００は、トップシート１２４、バックシー
ト１２５、及びトップシート１２４とバックシート１２５との間に少なくとも部分的に配
置される吸収性コア１２８を備えるシャーシ２００を備えてもよい。シャーシ２００は、
内側レッグカフ１５０及び外側レッグカフ１４０（一般的に５２と称されるカフ）を更に
備えてもよい。
【００６３】
　吸収性物品１００の一方の端部は前側腰部領域３６として構成されることができ、長手
方向に対向する端部は後側腰部領域３８として構成されることができる。前側腰部領域３
６と後側腰部領域３８との間で長手方向に延びる吸収性物品１００の中間部分は、股部領
域３７として構成され得る。前側腰部領域３６、後側腰部領域３８、及び股部領域３７各
々の長さは、例えば、吸収性物品１００の長さの約１／３であってもよい（例えば、図９
及び図１０参照）。あるいは、前側腰部領域３６、後側腰部領域３８、及び股部領域３７
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各々の長さは、他の寸法を有してもよい（例えば、ベルト又は耳パネル又はサイドパネル
の寸法によって定められる－例えば、図３Ｂ、図４、及び図７参照）。吸収性物品１００
は、前側腰部領域３６において横方向に延びる前側腰部端縁部１３６、及び長手方向に対
向しかつ後側腰部領域３８において横方向に延びる後側腰部端縁部１３８を有し得る。
【００６４】
　吸収性物品１００のシャーシ２００は、第１の長手方向に延在する側縁部２３７ａと、
横方向に対向しかつ第２の長手方向に延在する側縁部２３７ｂと、を含み得る。側縁部２
３７は両方とも、前側腰部端縁部１３６と後側腰部端縁部１３８との間で長手方向に延在
し得る。シャーシ２００は、前側腰部領域３６内で横方向に延びる前側腰部端縁部１３６
の一部と、長手方向に対向しかつ後側腰部領域３８内で横方向に延びる後側腰部端縁部１
３８の一部と、を形成し得る。更に、シャーシ２００は、シャーシ内面２０２（着用者に
面する表面４の少なくとも一部分を形成する）、シャーシ外面２０４（衣類に面する表面
２の少なくとも一部分を形成する）、長手方向軸４２、及び横方向軸４４を備えてもよい
。長手方向軸４２は、前側腰部端縁部１３６の中点を通り、かつ後側腰部端縁部１３８の
中点を通って延び得、一方で横方向軸４４は、第１側縁部２３７ａの中点を通り、かつ第
２側縁部２３７ｂの中点を通って延び得る。
【００６５】
　図７を参照すると、ベルト付き吸収性物品にしばしば当てはまるが、シャーシ２００は
、吸収性物品１００の長さよりも短い長手方向軸４２に沿って測定された長さを有しても
よい。シャーシ２００の縁部２３７は両方とも、前側腰部端縁部１３６及び後側腰部端縁
部１３８の一方又は両方に長手方向に延在しない場合がある。シャーシ２００は、前側腰
部領域３６内で横方向に延びる前側腰部端縁部１３６、及び長手方向に対向しかつ後側腰
部領域３８内で横方向に延びる後側腰部端縁部１３８の一方又は両方の一部を形成しない
場合がある。
【００６６】
　図７Ｂを参照すると、シャーシ２００は、バックシート不織布１２７とバックシートフ
ィルム１２６との間で長手方向軸４２と平行に配向された複数の弾性体３１６を含み得る
。図７Ｃは、図７Ｂとは異なる代替的な実施形態を示し、シャーシ２００は、コアラップ
７４とバックシート１２５との間で長手方向軸４２と平行に配向された複数の弾性体３１
６を有する。更に、図７Ｄは、シャーシ２００が、バックシートフィルム１２６とバック
シート不織布１２７との間で横方向軸４４と平行に配向された複数の弾性体３１６を含む
別の代替的実施形態を示す。図７Ｂはまた、第１のトップシート層１２４ａと第２のトッ
プシート層１２４ｂとの間で長手方向軸４２と平行に配向された複数の弾性体３１６を示
しているが、図７Ｃは、複数の弾性体３１６がトップシート１２４とコアラップ７４との
間にある代替的な実施形態を示す。更に、図７Ｄは、トップシート１２４とコアラップ７
４との間で横方向軸４４と平行に配向された複数の弾性体３１６を示す。
【００６７】
　なお、伸縮性シャーシ２００について、図１２Ａ、図１２Ｂ、及び図１２Ｃは、複数の
弾性体３１６が羽根１２０の層の間に配置されている伸縮性シャーシ２００を示す。図１
２は、長手方向軸４２及び横方向軸４４に対して約４５度に配向された複数の弾性体３１
６を示す。図１２Ａは、長手方向軸４２と平行に配向された複数の弾性体３１６を示す、
図１２の代替的な実施形態である。図１２Ｂは、両方とも長手方向軸４２と平行に配向さ
れた、羽根１２０内の弾性体３１６の２つの層を示しており、弾性体３１６の下位層は、
グループ間の間隙で離間され、不織布羽根層１２１によって分離されている。図１２Ｃは
、図１２Ｂの代替的な実施形態であり、弾性体の１つの層のみが存在し、不織布羽根層１
２１は存在しない。図１２Ｃはまた、トップシート１２４と二次トップシート１２４’と
の間で長手方向軸４２と平行に配向された複数の弾性体３１６（代替的に、横方向軸４４
（図示なし）と平行に配向されてもよい）、及びバックシートフィルム１２６とバックシ
ート不織布１２７との間で長手方向軸４２と平行に配向された複数の弾性体３１６（代替
的に、横方向軸４４（図示なし）と平行に配向されてもよい）を示す。
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【００６８】
　吸収性物品１００の一部又は全体が、横方向に弾性的に延伸性であるように作られても
よい。吸収性物品１００の延伸性は、着用者の運動中に、吸収性物品１００が着用者の身
体にぴったりと一致することを可能にするために、望ましくあり得る。延伸性はまた、例
えば、介護者が前側腰部領域３６、後側腰部領域３８、股部領域３７、及び／又はシャー
シ２００を延ばすことを可能にして、異なる大きさの着用者に追加的な身体適用範囲を提
供するため、すなわち、吸収性物品１００のフィットを個々の着用者に合わせるために、
かつ適用しやすさを助ける（aide）ために、望ましくあり得る。このような延伸は、股部
領域３７が腰部領域３６及び／又は３８よりも比較的低い度合いで延伸される限りにおい
て、ほぼ砂時計型の形状を有する吸収性物品１００を提供し得る。この延伸はまた、使用
中に吸収性物品１００にあつらえた外観を付与し得る。
【００６９】
　シャーシ２００は、実質的に矩形であってもよく、前側腰部領域３６及び後側腰部領域
３８の一方又は両方において、シャーシ側縁部２３７で又はそれに隣接してシャーシ２０
０に接合された、別個のサイドパネル３３０（図３Ｂ）、延伸性耳パネル５３０（図９）
、及び／又は非延伸性耳パネル５４０（図９）を有してもよい。シャーシ側縁部２３７、
シャーシ前端縁部２３６、及びシャーシ後端縁部２３８のうちの１つ以上の部分は、図１
１、図１１Ａ、及び図１２に示されるように、凸状又は凹状のいずれかで弓状又は湾曲し
ていてもよい。シャーシ２００は、一体式サイドパネル３３０（図４参照）、一体式延伸
性耳パネル（図１０参照）、一体式ベルト４３０（図８参照）、又は前側及び後側腰部領
域の一方若しくは両方に配置された外側カバー不織布、バックシートフィルム、外側レッ
グカフ材料、トップシート若しくはコアラップ７４のうちの１つ以上によって形成された
一体式非延伸性耳パネル５４０（図９）を含んでもよい。あるいは、シャーシ２００は、
別個のサイドパネル３３０（図３Ｂ参照）、別個の延伸性耳パネル５３０（図９、図９Ａ
、及び図１０）、又は別個のベルト４３０（図５～図７Ｄ）を含んでもよい。シャーシは
、形成されてもよいか、又は１つの腰部領域において非矩形、かつ対向する腰部領域にお
いて実質的に矩形であってもよい。あるいは、シャーシは、腰部領域の一方又は両方にお
いて実質的に矩形、かつ股部領域において非矩形であってもよい。
【００７０】
　本開示の吸収性物品は、弾性体が第１腰部領域、股部領域、及び対向する第２腰部領域
内に存在する、複数の横方向に延在する弾性体を含んでもよい。
【００７１】
　閉鎖形態のパンツ物品
　閉鎖形態のパンツタイプの吸収性物品は、概して図３～図８に開示されており、腰部開
口部１９０及び２つの脚部開口部１９２を有する閉鎖形態でパッケージ化されるように設
計され、一着の耐久性のある下着のように着用者に着用されるように設計されている。パ
ンツは、前側腰部領域３６及び後側腰部領域３８の一方又は両方に、別個のエラストマー
サイドパネル３３０（図３Ｂ）及び／又は別個のベルト４３０（図７）を含んでもよい。
あるいは、サイドパネル３３０及び／又はベルト４３０は、シャーシ２００（図４及び図
８）などの品の他の要素と一体に形成されてもよい。
【００７２】
　吸収性物品が前側及び後側ベルト４３０を含むとき、前側及び後側ベルト４３０の側部
は、互いに恒久的に又は再締結可能に接合されてもよく、物品の片側の前側及び後側サイ
ドパネルは、互いに恒久的に又は再締結可能に接合されて、腰部開口部１９０及び一対の
脚部開口部１９２を形成してもよい（図５、図５Ａ、及び図６）。ベルト４３０は、エラ
ストマーサイドパネルがパンツの側部を拡張及び収縮させるので、まず物品１００を着用
者にぴったりとフィットさせ、パンツが浸出物で充填されてからかなり後の着用期間中も
そのフィットを維持することによって、より快適で体形に合ったフィットをもたらす弾性
的に延伸性のある機能を提供する。更に、エラストマーベルト４３０は、特にビームされ
たエラストマー積層体がベルト４３０を形成するために使用されるときに、適用の容易さ
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をもたらし、着用者に物品１００を維持し、フィット性を向上させるための着用力及び張
力を開発及び維持する。エラストマーサイドパネルは、着用者の臀部の上でパンツをぴっ
たりと引っ張って、ベルト４３０が身体に適合し、着用者上の物品の位置を維持するのに
十分な張力を提供することを可能にする、適用の容易さを可能にする。ベルト４３０によ
って生じる張力は、腰部開口部１９０に沿って、かつ脚部開口部１９２の少なくとも一部
に沿って弾性ベルト４３０から伝達される。典型的には、特に別個のサイドパネル３３０
に関して、シャーシ２００は、サイドパネル３３０の間に配置され、サイドパネル３３０
を含むパンツの腰部縁部１３６及び／又は１３８の一部分を形成するように延在する。換
言すれば、前側腰部領域３６及び後側腰部領域３８の一方又は両方における腰部縁部１３
６及び／又は１３８の一部分は、サイドパネル３３０によって部分的に、及びシャーシ２
００によって部分的に形成されてもよい。
【００７３】
　サイドパネル３３０を含むパンツはまた、図３及び図３Ａに示されるように、一対の横
方向に対向する再締結可能なシーム１７４を含んでもよい。再締結可能なサイドシーム１
７４は、物品の一部分の内面、例えばサイドパネル３３０を、物品１００の別の部分の外
面、例えば、長手方向に対向するサイドパネル３３０又はシャーシ２００に再締結可能に
接合して再締結可能なサイドシーム１７４を形成することによって形成され得る。図３Ａ
は、着用者から離れる方を向くフックを含む締結具１７５（前側サイドパネル３３０ｆの
外面上に配置された締結具１７５）を含む前側パネル３３０ｆを示し、締結具１７５は、
嵌合締結具１７８（図３Ａのループ又は好適な不織布）に再締結可能に結合し、嵌合締結
具１７８は後側パネル３３０ｂの内面上に配置されている。図３及び図３Ｂのパンツは、
嵌合締結具１７８を含まず、むしろ図３及び図３Ｂの締結具１７５は後側サイドパネル３
３０に直接再締結可能に接合するので、その図３Ａが図３及び図３Ｂの代替的な実施形態
であることを観察されたい。
【００７４】
　ベルト４３０を含むパンツは、例えば、図５、図５Ａ、及び図６に示されるように、第
１の恒久的サイドシーム１７２及び横方向に対向する第２の恒久的サイドシーム１７２を
含んでもよい。恒久的サイドシーム１７２は、物品１００の一部分の内面、例えばベルト
４３０を、物品１００の別の部分の外面、例えば、長手方向に対向するベルト４３０又は
シャーシ２００に接合して恒久的サイドシーム１７２を形成することによって形成され得
る。あるいは、恒久的サイドシーム１７２は、物品１００の一部分の内面、例えばベルト
４３０を、物品１００の別の部分の内面、例えば、長手方向に対向するベルト４３０に接
合して恒久的サイドシーム１７２を形成することによって形成され得る。上述のサイドパ
ネル３３０の構成を含む任意のパンツは、ウエストバンド１２２を含んでもよく、ウエス
トバンド１２２の少なくとも一部（図３Ｂに示されるように）が腰部縁部１３６及び／若
しくは１３８において又はすぐ隣接して配置され、中央シャーシ２００の一部分と重なり
合う。ウエストバンド１２２は、内側レッグカフ１５０の部分及び／又はエラストマーサ
イドパネル３３０の部分と重なり合うように横方向に延在してもよい。ウエストバンド１
２２は、シャーシ２００の内面２０２上に、あるいはトップシート１２４とバックシート
１２５との間に配置されてもよい。
【００７５】
　特に、図７Ｅに例示されるようにベルト４３０に関して、第１及び第２のエラストマー
ベルト４３０の内側ベルト層４３２及び／又は外側ベルト層４３４は、図７Ｅに示される
ように、共通ベルト層によって形成されてもよい。第１及び第２のエラストマーベルト４
３０が共通ベルト層を有するとき、共通ベルト層は、第１の腰部領域内の第１の腰部縁部
から第２の腰部領域内の長手方向に対向する第２の腰部縁部まで、すなわち前側腰部縁部
１３６から後側腰部縁部１３８まで延在してもよい。
【００７６】
　また特に図７及び図７Ａに示されるようにベルト付きパンツ４００について、ベルトパ
ンツ４００は、第１の長手方向長さを有する第１の腰部領域内に配置された第１のエラス
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トマーベルト４３０及び第２の長手方向長さを有する第２の腰部領域内に配置された第２
のエラストマーベルト４３０を有してもよく、第１のベルトの長手方向長さは、サイドシ
ームにおいて、又はこれに隣接してベルトの側縁部に沿って第２のベルトの長手方向長さ
よりも長い。この長さの差は、パンツの後側に臀部適用範囲を提供し、より下着のような
外観を提供するのに役立つ。また、この利点はベルト付きパンツ４００について開示され
ているが、後側腰部領域３８内に長手方向により長いサイドパネル３３０を有するという
利点もある。
【００７７】
　開放形態のテープ式物品
　開放形態のテープ式タイプの吸収性物品は、概して図９～図１０に開示されている。テ
ープ式おむつ５００、図９及び図１０に示されるように開放形態の物品は、前側腰部領域
３６及び後側腰部領域３８の一方又は両方にエラストマー耳パネル５３０を含んでもよい
。エラストマー耳パネル５３０は、物品１００の他の要素と構造的に一体であってもよく
、又は物品１００の別の要素に接合された別個の要素として構造的に一体であってもよい
。エラストマー耳パネル５３０は、エラストマー耳パネル５３０がおむつを拡張及び収縮
させて着用者にフィットさせるので。まず物品１００を着用者にぴったりとフィットさせ
、テープ式おむつ５００が浸出物で充填されてからかなり後の着用期間中もそのフィット
を維持することによって、より快適で体形に合ったフィットをもたらす弾性的に延伸性の
ある機能を提供する。更に、エラストマー耳パネル５３０は、着用力（張力）を展開し、
維持し、締結システム１７９（嵌合締結具１７８（例えば、ループ）と解放可能に係合さ
れ得る締結具１７５（例えば、フック）を含む）によって展開され維持された張力を強化
して、着用者上に物品１００を維持しフィット性を向上させる。エラストマー耳パネル５
３０は、特に、締結システム１７９によって形成される張力の一次線（primary line）を
維持するのを補助し、動的運動が存在する着用者の臀部におむつがぴったり合うようにフ
ィットすることを可能にし、また、おむつをあてる人（diaperer）は、一般に着用者にテ
ープ式おむつ５００を適用する際にエラストマー耳パネル５３０を引き延ばすので、腰部
開口部１９０及び脚部開口部１９２に最初に予張力を与え、その結果、エラストマー耳パ
ネル５３０が収縮するとき、エラストマー耳パネル５３０から腰部開口部１９０に沿って
、かつ脚部開口部１９２の少なくとも一部に沿って張力が伝達される。本開示の開放形態
の物品は、後側腰部領域３８内に配置されたエラストマー耳パネル５３０を有してもよい
が、あるいは、テープ式おむつ５００に、前側腰部領域３６内に又は前側腰部領域３６及
び後側腰部領域３８の両方に配置されたエラストマー耳パネル５３０が設けられてもよい
。開放形態の物品はまた、第１の腰部領域内に配置されたエラストマー耳パネル５３０、
及び第２の腰部領域内に配置されたエラストマー耳パネル５３０又は非エラストマー耳パ
ネル５４０を有してもよい。
【００７８】
　代替的な実施形態において、開放形態のテープ式タイプの吸収性物品は、腰部領域のう
ちの１つに配置されたエラストマーベルト４３０を含んでもよい。エラストマーベルト４
３０は、特定の場所又は位置に接合及び／又は位置付けされてもよく、物品１００の他の
要素と構造的に一体であってもよく、又は物品１００の別の要素に接合された別個の要素
として構造的に一体であってもよい。ベルト付きテープ式おむつのエラストマーベルト４
３０は、後側腰部領域３８内に配置されてもよい。エラストマーベルト４３０は、ベルト
の横方向に対向する端部に、又はそれに隣接して配置された締結具を有してもよい。締結
具１７５は、ベルト４３０の内面上に配置されて、別個の嵌合締結構成要素１７８と係合
するか、又は物品の外側表面２０４（バックシート不織布１２７のような）と係合して、
物品を着用者上で締結することができる。
【００７９】
　外側カバー材料
　バックシート１２５は、バックシートフィルム１２６及びバックシート不織布１２７を
含んでもよい。バックシート不織布１２７はまた、外側カバー材料とも呼ばれ得る。外側
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カバー材料は、吸収性物品１００の衣類に面する表面の少なくとも一部を形成し、フィル
ムが衣類に面する表面上に存在しないようにバックシートフィルム１２６を効果的に「被
覆する」。外側カバー材料は、結合パターン、孔、及び／又は３次元特徴部を含んでもよ
い。
【００８０】
　吸収性コア
　本明細書で使用するとき、用語「吸収性コア」１２８は、最大の吸収能力を有して、吸
収性材料を備える、吸収性物品１００の構成要素を指す。図７、図７Ｂ、及び図７Ｃを参
照すると、場合によっては、吸収性材料（例えば、５１及び５３）は、コアバッグ又はコ
アラップ７４内に位置付けられてもよい。吸収性材料は、特定の吸収性物品に応じて、輪
郭付けされてもよく、又は輪郭付けされなくてもよい。吸収性コア１２８は、コアラップ
と、吸収性材料と、コアラップ内に封入される糊剤とを含むか、本質的にこれらで構成さ
れるか、又はこれらで構成され得る。吸収性材料は、超吸収性ポリマー、超吸収性ポリマ
ーとエアフェルトとの混合物、エアフェルトのみ、及び／又は発泡体を含み得る。場合に
よっては、吸収性材料は、吸収性材料の少なくとも８０重量％、少なくとも８５重量％、
少なくとも９０重量％、少なくとも９５重量％、少なくとも９９重量％、又は最大１００
重量％の超吸収性ポリマーを含むことができる。そのような場合では、吸収性材料はエア
フェルトを含まなくてもよく、又は少なくともほとんどエアフェルトを含まなくてもよい
。このような場合、ＡＧＭ　５１は、熱可塑性接着剤などの接着剤５４によって定位置に
保持されてもよい。また、水泳用おむつでは、物品は超吸収性ポリマーを含まなくてもよ
い。コアラップの周辺部であり得る吸収性コアの周辺部は、例えば、矩形、「Ｔ」字形、
「Ｙ」字形、「砂時計」形、又は「ドッグボーン」形など、任意の好適な形状を画定して
もよい。概ね「ドッグボーン」形又は「砂時計」形を有する吸収性コアの周辺部は、その
幅に沿って吸収性物品１００の股部領域３７に向かって先細になっていてもよい。
【００８１】
　図７、図７Ｂ、及び図７Ｃを参照すると、吸収性コア１２８は、吸収性材料をほとんど
又は全く有しない領域を有してもよく、コアバッグ７４の着用者に面する表面は、コアバ
ッグ７４の衣類に面する表面に接合されてもよい。吸収性材料をほとんど又は全く有しな
いこれらの領域は、「チャネル」１２９と称され得る。これらのチャネルは、任意の好適
な形状を具現化することができ、任意の好適な数のチャネルを提供することができる。他
の例では、吸収性コアは、チャネルの印象を作り出すためにエンボス加工されてもよい。
図７、図７Ｂ、及び図７Ｃの吸収性コアは、単に例示的な吸収性コアである。チャネルを
含む又は含まないその他の多くの吸収性コアはまた、本開示の範囲に含まれる。
【００８２】
　本明細書で使用するとき、充填された吸収性コアは、おむつ、パンツ、及び成人用失禁
物品のための少なくとも５０、１００、又は２００ミリリットル（ｍＬ）の荷重を保持す
る（又は保持することができる）ものである。吸収性コアを含む本開示の使い捨て吸収性
物品は、着用者と空の吸収性コア（すなわち、充填されていないもの）をフィットさせる
ように設計され、並びに、コアが充填されたときでも、かなりの時間（２時間以上）着用
者にフィットさせることができる。
【００８３】
　捕捉材料
　１つ以上の捕捉材料（例えば、１３０）は、トップシート１２４と、吸収性コア１２８
の間に少なくとも部分的に存在し得る。捕捉材料は、典型的には、排泄物の多大な吸い上
げを提供する親水性材料である。これらの材料は、トップシート１２４を脱水し、排泄物
を吸収性コア１２８内に迅速に移動させることができる。捕捉材料１３０は、例えば、１
つ以上の不織布材料、発泡体、セルロース材料、架橋セルロース材料、エアレイドセルロ
ース不織布材料、スパンレース材料、又はこれらの組み合わせを含んでもよい。場合によ
っては、捕捉材料の部分は、トップシート１２４の部分を通って延在してもよく、トップ
シート１２４の部分は、捕捉材料の部分を通って延在してもよく、かつ／又はトップシー
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ト１２４は、捕捉材料と入れ子になっていてもよい。典型的には、捕捉材料又は層は、ト
ップシート１２４の幅及び長さよりも小さい幅及び長さを有してもよい。捕捉材料は、婦
人用パッドの文脈において、二次トップシートであってもよい。捕捉材料は、吸収性コア
１２８のセクション（エンボス版を含む）に記載される１つ以上のチャネルを有してもよ
い。捕捉材料内のチャネルは、吸収性コア１２８内のチャネルと整列するか、整列してい
なくてもよい。一例では、第１捕捉材料は不織布材料を含んでもよく、第２（as second
）捕捉材料は架橋セルロース材料を含んでもよい。
【００８４】
　ランディングゾーン
　図９Ａを参照すると、吸収性物品１００は、外側カバー材料の衣類に面する表面２の一
部に形成されるランディングゾーン領域４５を有してもよい。ランディングゾーン領域４
５は、吸収性物品１００が前側から後側に締結する場合、後側腰部領域３８内にあっても
よいか、又は吸収性物品１００が後側から前側に締結する場合、前側腰部領域３６内にあ
ってもよい。場合によっては、ランディングゾーン４５は、吸収性物品が前側又は後側で
締結するかどうかに応じて、前側腰部領域３６若しくは後側腰部領域３８の外側カバー材
料の一部に取り付けられる１つ以上の別個の不織布材料であってもよいか、又はそれを含
んでもよい。本質的に、ランディングゾーン４５は、締結具１７５を受容するように構成
され、例えば、締結具１７５上の複数のフックと係合されるように構成された複数のルー
プを含んでもよいか、又は逆もまた同様である。
【００８５】
　湿り度インジケータ／図形
　本開示の吸収性物品１００は、衣類に面する表面２から可視である図形（例えば、シャ
ーシ図形２９９、サイドパネル図形３９９、ベルト図形４９９、又は耳パネル図形５９９
）及び／又は湿り度インジケータ８０を含んでもよい。図形は、ランディングゾーン４５
、バックシート１２５、トップシート１２４、ベルト４３０、サイドパネル３３０、耳パ
ネル５３０及び／又は他の位置に印刷されてもよい。湿り度インジケータは、典型的には
、吸収性コア１２８内の排泄物と接触することができるように、バックシートフィルム１
２６の吸収性コアに面する側に適用される。場合によっては、湿り度インジケータは、図
形例えば、２９９の部分を形成してもよい。例えば、湿り度インジケータは、一部の図形
内に現れるか又は消失し、文字を生成／除去してもよい。他の例では、湿り度インジケー
タ８０は、図形に合わせてもよいか（例えば、同じデザイン、同じパターン、同じ色）、
又は合わせなくてもよい。あるいは、図形及び／又は湿り度インジケータ８０は、着用者
に面する表面２０４上に配置されてもよく、かつ／又は着用者に面する表面２０４から可
視であってもよい。
【００８６】
　サイド／耳パネル３３０、５３０のうちの１つ以上は、上に配置された図形を含んでも
よい。エラストマーサイド／耳パネル３３０、５３０のうちの１つ以上は、シャーシ図形
２９９に実質的に整列された図形（例えば、３９９、５９９）を含んで複合図形要素を形
成する。更に、前側及び後側ベルト４３０ｆ及び４３０ｂは、図形を含んでもよい。図形
は、吸収性物品１００の全周の周りに実質的に延在してもよく、サイドシーム１７２にわ
たって、かつ／又は近位前側及び後側ベルト縁部１５を横切って配置されるか（図５参照
）、又はあるいは、米国特許第９，４９８，３８９号に記載の方法でシームに隣接して、
より下着のような物品を作製してもよい。図形はまた、不連続であってもよい。
【００８７】
　トップシート
　本開示の吸収性物品１００は、トップシート１２４を含んでもよい。トップシート１２
４は、着用者の皮膚に接する吸収性物品１００の部分である。トップシート１２４は、当
業者に既知のように、バックシート１２５、吸収性コア１２８、レッグカフ５２、及び／
又は他の任意の層の部分に接合することができる。トップシート１２４は、着用者の皮膚
に対して順応性があり、柔軟な感触であり、非刺激性であってよい。更に、トップシート
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の少なくとも一部又はその全部は液体透過性であって、その厚さを通して液体排泄物を容
易に浸透させることができる。好適なトップシートは、例えば、多孔質発泡体、網目状発
泡体、有孔プラスチックフィルム、織布材料、不織布材料、天然繊維（例えば、木材繊維
又は綿繊維）、合成繊維若しくはフィラメント（例えば、ポリエステル繊維、若しくはポ
リプロピレン繊維、若しくは二成分ＰＥ／ＰＰ繊維、又はこれらの混合物）、若しくは天
然繊維と合成繊維との組み合わせの、織布又は不織布材料などの幅広い範囲の材料から製
造することができる。トップシートは、１つ以上の層を有してもよい。トップシートは、
有孔であってもよく、任意の好適な３次元特徴部を有してよく、及び／又は複数のエンボ
スを有してもよい（例えば、ボンドパターン）。トップシートは、材料をオーバーボンド
し、次いで、１９９７年５月１３日に発行された米国特許第５，６２８，０９７号（Ｂｅ
ｎｓｏｎ　ｅｔ　ａｌ．）に開示され、米国特許出願公開第２０１６／０１３６０１４号
（Ａｒｏｒａ　ｅｔ　ａｌ．）に開示されるように、リングロールを通してオーバーボン
ドを破断させることによって有孔であってもよい。トップシートの任意の部分は、スキン
ケア組成物、抗菌剤、界面活性剤、及び／又は他の有益な薬剤でコーティングされてもよ
い。トップシートは、親水性若しくは疎水性であってもよく、又は親水性部分及び／若し
くは疎水性部分又は親水性層及び／若しくは疎水性層を有していてもよい。トップシート
が疎水性である場合、典型的には、排泄物がトップシートを通過し得るように孔が存在す
る。
【００８８】
　バックシート
　本開示の吸収性物品１００は、バックシート１２５を含んでもよい。バックシート１２
５は、一般に、吸収性コア１２８の衣類に面する表面に近接して位置付けられた吸収性物
品１００の部分である。バックシート１２５は、当業者に既知の任意の取り付け方法によ
って、トップシート１２４、バックシート不織布１２７、吸収性コア１２８の部分、及び
／又は吸収性物品の任意の他の層に接合することができる。バックシートフィルム１２６
は、吸収性コア１２８に吸収及び収容された排泄物がベッドシーツ、下着、及び／又は衣
類などの物品を汚すことを防止する、又は少なくとも阻止する。バックシートは、典型的
には液体不透過性、又は少なくとも実質的に液体不透過性である。バックシートは、例え
ば、約０．０１２ｍｍ～約０．０５１ｍｍの厚さを有する熱可塑性フィルムのような薄い
プラスチックフィルムであってもよく、これを含んでもよい。他の適切なバックシート材
料は、排泄物がバックシートを通過することを阻みながら、又は少なくとも抑制しながら
、吸収性物品から蒸気を逃がすことを可能にする通気性材料を含むことができる。
【００８９】
　レッグカフ
　本開示の吸収性物品１００は、レッグカフ５２を含んでもよく、レッグカフ５２は、内
側レッグカフ１５０及び外側レッグカフ１４０を含む。内側レッグカフ１５０は、外側レ
ッグカフ１４０の横方向内側に位置付けられてもよい。レッグカフ５２のそれぞれは、吸
収性物品１００に接着される１片の材料によって形成され得るため、吸収性物品１００の
着用者に面する表面から上方向に延在することができ、また、着用者の胴体及び脚部の接
合部付近で排泄物の改善された封じ込めをもたらすことができる。内側レッグカフ１５０
は、トップシート及び／又はバックシートに直接又は間接的に接合された（又はトップシ
ート及び／又はバックシートにより形成された）縁部と、着用者の皮膚に接触して着用者
の皮膚との封止を形成することを意図する自由端縁とによって境界が定められる。内側レ
ッグカフ１５０は、シャーシの両側で吸収性物品１００の前端縁部１３６と後端縁部１３
８との間に長手方向に少なくとも部分的に（又は完全に）延びてもよく、少なくとも股部
領域３７内に存在してもよい。内側レッグカフ１５０はそれぞれ、自由端縁付近又は自由
端縁に１つ以上の弾性体３１６（例えば、弾性ストランド又はストリップ）を含んでもよ
い。これらの弾性体３１６は、内側レッグカフ１５０に、着用者の脚部及び胴体の周囲に
封止を形成するのに役立つ。外側レッグカフ１４０は、前端縁部１３６と後端縁部１３８
との間に少なくとも部分的に延在する。外側レッグカフ１４０は、シャーシ側縁部２３７
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ａ及び２３７ｂに近接する吸収性物品１００の部分を、着用者の脚部の周囲に封止を形成
するのに役立つ。外側レッグカフ１４０は、少なくとも股部領域３７内に延在してもよい
。
【００９０】
　ウエストバンド／ウエストキャップ
　本開示の吸収性物品１００は、１つ以上の弾性ウエストバンド１２２を含んでもよい。
弾性ウエストバンド１２２は、衣類に面する表面又は着用者に面する表面上に位置付けら
れてもよいか、又はそれらの間に形成されてもよい。一例として、第１の弾性ウエストバ
ンド１２２は、前側腰部縁部１３６付近の前側腰部領域３６内に存在してもよく、第２の
弾性ウエストバンド１２２は、後側腰部縁部１３８付近の後側腰部領域３８内に存在して
もよい。弾性ウエストバンド１２２は、着用者の腰部の周囲で吸収性物品１００を封止し
、少なくとも排泄物が腰部開口部周辺部を通って吸収性物品１００から漏れ出るのを妨げ
ることを助け得る。場合によっては、弾性ウエストバンドは、吸収性物品１００の腰部開
口部１９０を完全に取り囲むことができる。ウエストキャップ１２３は、ウエストバンド
１２２の延長によって形成されてもよく、ウエストキャップ１２３の中央部分の下層構造
に取り付けられていないままであって、トップシート１２４に沿って流れる身体排泄物が
、トップシート１２４とウエストキャップ１２３の下面との間に捕捉されることを可能に
し得る。換言すれば、ウエストキャップ１２３は、ウエストキャップ１２３の長手方向遠
位縁部に沿って、かつ／又はウエストキャップ１２３の横方向に対向する側縁部に沿って
、下層構造、例えば、吸収性物品１００の中央シャーシ２００に接合されてもよい。
【００９１】
　ベルト
　上記の開放形態のテープ式物品及び閉鎖形態のパンツ物品のセクションでベルトについ
て開示されたものを越えて、前側及び後側ベルト４３０ｆ及び４３０ｂは、その間に少な
くとも部分的に配置されるエラストマー材料（例えば、複数の弾性体３１６又はフィルム
（有孔であり得る））を有する前側及び後側内側ベルト層４３２並びに前側及び後側外側
ベルト層４３４を含んでもよい。複数の弾性体３１６又はフィルムは、吸収性コア１２８
上の弾性歪みを低減するために弛緩（切断されることを含む）してもよく、又はあるいは
、吸収性コア１２８にわたって連続的に延びてもよい。複数の弾性体３１６は、ベルトの
任意の部分において、それらの間に均一又は可変の間隔を有してもよい。複数の弾性体３
１６をまた、同じ量又は異なる量で予め歪ませてもよい。前側及び／又は後側ベルト４３
０ｆ及び４３０ｂは、シャーシ２００がベルト４３０ｆ及び４３０ｂに重なり合う１つ以
上の弾性体のないゾーンを有してもよい。他の例では、複数の弾性体３１６の少なくとも
一部は、シャーシ２００を横切って連続的に延在してもよい。
【００９２】
　前側及び後側内側ベルト層４３２並びに前側及び後側外側ベルト層４３４は、接着剤、
熱接着、圧着、超音波、又は熱可塑性接着を使用して接合されてもよい。様々な好適なベ
ルト層構成は、米国特許公開第２０１３／０２１１３６３号に見出すことができる。
【００９３】
　前側及び後側ベルト端縁部４３８ｆ及び４３８ｂは、前側及び後側シャーシ端縁部２３
６及び２３８を越えて長手方向に延在してもよく、又はそれらは同一末端であってもよい
。前側及び後側ベルト側縁部４３７は、シャーシ側縁部２３７ａ及び２３７ｂを越えて横
方向に延在してもよい。前側及び後側ベルト４３０ｆ及び４３０ｂは、連続的であっても
よい（すなわち、ベルト端縁部４３８ｆから反対側のベルト端縁部４３８ｂまで連続的で
ある（図７Ｅの４３４参照）少なくとも１つの層を有する）。あるいは、前側及び後側ベ
ルト４３０ｆ及び４３０ｂは、区別可能であるように、ベルト端縁部４３８ｆから反対側
のベルト端縁部４３８ｂまで不連続であってもよい（図７Ｄの４３２及び４３４参照）。
【００９４】
　米国特許第７，９０１，３９３号に開示されるように、後側ベルト４３０ｂの（中央長
手方向軸４２に沿った）長手方向長さは、前側ベルト４３０ｆの長手方向長さより長くて



(22) JP 2020-500663 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

もよく、このことは、後側ベルト４３０ｂがサイドシーム１７２に隣接する又はすぐ隣接
する前側ベルト４３０ｆに対して、より大きな長手方向長さを有するときに、増加した臀
部適用範囲に特に有用であり得る。あるいは、より長い後側ベルトの底部角は、斜線又は
曲線でトリミングされてもよい。
【００９５】
　前側及び後側ベルト４３０ｆ及び４３０ｂは、通気性、柔軟性、及び肌着のような質感
を提供するスリット、穴、及び／又は穿孔を含んでもよい。下着様外観は、サイドシーム
１７２において腰部縁部及び脚縁部を実質的に整列させることによって向上させることが
できる。
【００９６】
　アレイ
　「アレイ」は、異なる物品構成（例えば、サイドパネル、サイドフラップ、及び／又は
ベルトフラップにおける異なるエラストマー材料［組成的にかつ／若しくは構造的に］、
異なる図形要素、異なる製品構造、締結具又はそれらがないこと、サイズ、コア容量など
）の使い捨て吸収性物品を含むパッケージの表示を意味する。パッケージは、同じブラン
ド及び／若しくは下位ブランド及び／若しくは同じ商標登録を有してもよく、かつ／又は
共通の製造業者によって若しくは共通の製造業者のために製造されており、パッケージは
、一般的な販売場所で利用可能である（例えば、小売店の所与の領域内で互いに近接して
配向されている）。アレイは、顧客に、通常、異なる個々のパッケージがより大規模ライ
ンナップの一部分であることを伝える類似のパッケージ要素（例えば、パッケージの材料
種類、フィルム、紙、主要色、設計主題など）を有する製品ラインアップとして市販され
ている。アレイは、大抵同じブランドを有し、例えば、「Ｈｕｇｇｉｅｓ」は、同じ下位
ブランドの、例えば「Ｐｕｌｌ－Ｕｐｓ」を有する。アレイ内の異なる製品は、同じブラ
ンド「Ｈｕｇｇｉｅｓ」と、下位ブランド「Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｏｖｅｒｓ」を持つことが
ある。アレイの「Ｐｕｌｌ－Ｕｐｓ」製品と、アレイ内の「Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｏｖｅｒｓ
」製品との間の差には、製品形態、アプリケーションスタイル、異なる締結デザイン、又
は生理学的又は心理学的発達の差に対処することを意図した他の構造要素を含むことがで
きる。更に、「Ｐｕｌｌ－Ｕｐｓ」が主に青色又はピンク色のフィルムバッグに包装され
、「Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｏｖｅｒｓ」が主に赤色のフィルムバッグに包装されるという点で
、包装が明らかに異なっている。
【００９７】
　更に、「アレイ」に関して、別の例として、アレイは同一の製造業者、例えば「Ｋｉｍ
ｂｅｒｌｙ－Ｃｌａｒｋ」によって製造され、共通の商標登録を有する異なる製品形態を
有する異なる製品によって形成されてもよく、例えば、１つの製品は、ブランド名「Ｈｕ
ｇｇｉｅｓ」及び下位ブランド「Ｐｕｌｌ－Ｕｐｓ」を有してもよい。アレイ内の異なる
製品はブランド／下位ブランド「Ｇｏｏｄ　Ｎｉｔｅｓ」を有してもよく、両方とも、Ｔ
ｈｅ　Ｋｉｍｂｅｒｌｙ－Ｃｌａｒｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの登録商標であり、及び
／又はＫｉｍｂｅｒｌｙ－Ｃｌａｒｋによって製造される。アレイはまた、ブランド、下
位ブランド、並びに／あるいはラインアップにわたる特徴及び／又は有益性の商標など、
同じ商標を有することが多い。「オンラインアレイ」とは、共通のオンラインソースによ
って分配された「アレイ」を意味する。
【００９８】
　横バリア
　図１３に示されるように、横バリア１６は、横方向軸４４と平行に延在してもよく、結
合部１３を介してカフ１５０に接合され、物品（例えば、５００）が開かれて着用される
ときに、横バリアがトップシートからＺ方向に延在するように、結合部１４によってトッ
プシート１２４に接合されてもよい。より具体的には、横バリア１６は、物品が着用のた
めに開かれる際にＺ方向に上方に起立するカフにある程度起因して、Ｚ方向に延在しても
よい。横バリア１６は、排泄物が前側腰部領域３６へと移動するのを防ぐことができる。
したがって、横バリア１６は、前側腰部領域３６及び股部領域３７が交わる場所に近接し



(23) JP 2020-500663 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

て配向されてもよく、又は前側腰部領域３６及び股部領域３７が交わる接合部と横方向軸
４４との間に配置されてもよい。接着位置１３及び１４をオフセットすることは、トップ
シート１２４に対する横バリア１６の角度に影響を与える。接着位置１３及び１４は、横
バリアがトップシート１２４の表面から約９０度のＺ方向に延びるように配向されてもよ
い。
【００９９】
　婦人用衛生物品
　図１１～図１２Ｃを参照すると、本開示の吸収性物品は、生理用ナプキンとも呼ばれる
婦人衛生物品８０１であってもよく、また、婦人用パッド、及びライナーを含む。生理用
ナプキン８０１は、液体透過性トップシート１２４と、液体不透過性、又は実質的に液体
不透過性のバックシート１２５と、吸収性コア１２８と、を含んでよい。液体不透過性バ
ックシート１２５は、蒸気透過性であってもよく、又は蒸気透過性でなくてもよい。吸収
性コア１２８は、吸収性コア１２８に関して本明細書で説明する特徴部のいずれか又は全
てを有し得、いくつかの形態では、先に開示した捕捉材料の代わりに二次トップシート１
２４’（ＳＴＳ）を有し得る。ＳＴＳ　１２４’は、上述のように、１つ以上のチャネル
を含み得る（エンボス版を含む）。いくつかの形態では、ＳＴＳ　１２４’内のチャネル
は、吸収性コア１２８内のチャネルと位置合わせされてもよい。また、生理用ナプキン８
０１は、生理用ナプキン８０１の長手方向軸線４２に対して外向きに延在する羽根１２０
を含んでもよい。生理用ナプキン８０１はまた、横方向軸４４を含んでよい。羽根１２０
は、トップシート１２４、バックシート１２５、及び／又は吸収性コア１２８に接合され
たＴＳ、ＢＳと一体であってよい。
【０１００】
　吸収性物品包装及びパッケージ表示部
　本開示の吸収性物品１００は、パッケージ６１０（吸収性物品１００を見ることができ
るように点線として図２６に示される）内に配置されてもよい。パッケージは、高分子フ
ィルム及び／又は他の材料を含んでよい。吸収性物品の特性に関する図形及び／又は表示
部１０００は、パッケージの外側部分に形成され、印刷され、位置付けられ、及び／又は
配置されてよい。それぞれのパッケージは、複数の吸収性物品１００を含んでよい。吸収
性物品１００は、１パッケージ当たり妥当な量の吸収性物品を依然として提供しながら、
パッケージのサイズを低減するように圧縮下で包装されてもよい。吸収性物品を圧縮下で
包装することによって、介護者は、パッケージ６１０を容易に扱い、保管することができ
ると共に、パッケージのサイズによる流通コストの削減を製造業者にもたらすことができ
る。したがって、本開示の吸収性物品１００のパッケージ６１０は、ＡＢＳＯＲＢＥＮＴ
　ＰＲＯＤＵＣＴＳ　ＨＡＶＩＮＧ　ＩＭＰＲＯＶＥＤ　ＰＡＣＫＡＧＩＮＧ　ＥＦＦＩ
ＣＩＥＮＣＹと題する米国特許出願公開第２０１４／００５２０８８号（Ｗｅｉｓｍａｎ
）に開示されるようにバッグ内スタック高さを有してもよい。
【０１０１】
　望ましくは、パッケージ６１０は、平行な側部と、パッケージ底部に平行なパッケージ
頂部とを有し、消費者が購入するための小売店において、保管又は陳列用に棚上に積み重
ねるための理想的なパッケージを作製する。典型的には、吸収性物品１００のパッケージ
６１０は、パッケージ化された物品がフィットすることを意図される、推奨される着用者
の体重範囲（典型的には乳児、小児、及び幼児用）で及び／又は腰部周囲（典型的には成
人用吸収性物品製品用）によって標識される。結果として、体重及び／又は腰部周囲情報
は、消費者が必要とする物品の適切なサイズを識別するために、表示部１０００の一部と
してパッケージ６１０上に置かれることが最も多い。
【０１０２】
　更に、表示部１０００は、物品を着用する着用者を示してもよく、かつ／又は別個の表
示部が物品構成要素又は特徴を示してもよい。乳児用の吸収性物品に関して、好適な成長
段階の表示部の説明及び吸収性物品を有するパッケージの陳列方法は、「ＭＥＲＣＨＡＮ
ＤＩＳＥ　ＤＩＳＰＬＡＹ　ＳＹＳＴＥＭ　ＦＯＲ　ＩＤＥＮＴＩＦＹＩＮＧ　ＤＩＳＰ
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ＯＳＡＢＬＥ　ＡＢＳＯＲＢＥＮＴ　ＡＲＴＩＣＬＥ　ＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮＳ　
ＦＯＲ　ＷＥＡＲＥＲＳ」と題される米国特許第７，２２２，７３２号（Ｒｏｎｎ）に見
出され得る。
【０１０３】
　プロセス
　図１４及び図１４Ａを参照すると、第１のビーム３１４（第１の計量装置３１０である
）から第１の回転軸３４６の周りに複数の弾性ストランド３１６（約１０～約５００のデ
シテックスを有する約１０本のストランド～約１５００本のストランド）を機械方向ＭＤ
に巻き出し、第１のビーム３１４（例えば、整経ビーム）から第２の計量装置３１２（第
２の回転軸３２８を有する第１のローラー３２４及び第３の回転軸３３４を有する第２の
ローラー３３１を含み、ニップ３３６を形成する）まで複数の弾性ストランド３１６を移
動させる。複数の弾性体３１６は、複数の弾性ストランド３１６に予歪みを与えるために
（約５０％～約４００％）、第１の計量装置３１０と第２の計量装置３１２との間で機械
方向ＭＤに沿って伸張されてもよい。伸張された弾性ストランド３１６は、ストランドの
それぞれが、エラストマー積層体において（ＣＤにおいて）約０．２５ｍｍ～約４ｍｍ離
間するように、接着剤アプリケータ３４９からの接着剤３５０によって、第２の計量装置
３１２において第１の基材層３０６及び第２の基材層３０８と接合されてエラストマー積
層体３０２を形成してもよい（又は複数の弾性体３１６は、他の好適な手段によって接合
されてもよい）。本開示のエラストマー積層体３０２を形成し、ベルト、耳パネル、サイ
ドパネル、横バリア、トップシート、バックシート、カフ、ウエストバンド、ウエストキ
ャップ、及び／又はシャーシなどの様々な吸収性物品構成要素に更に組み込まれて、本特
許出願に記載される利益を提供することができるのは、このプロセスである。使い捨て吸
収性物品で使用するためのビームされたエラストマー積層体を作製するプロセスの更なる
詳細は、筆頭に記名された発明者がＳｃｈｎｅｉｄｅｒであり、２０１６年１２月２０日
に出願された「ＭＥＴＨＯＤＳ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳＥＳ　ＦＯＲ　ＭＡＫＩＮ
Ｇ　ＥＬＡＳＴＯＭＥＲＩＣ　ＬＡＭＩＮＡＴＥＳ　ＷＩＴＨ　ＥＬＡＳＴＩＣ　ＳＴＲ
ＡＮＤＳ　ＵＮＷＯＵＮＤ　ＦＲＯＭ　ＢＥＡＭＳ」と題された米国特許出願公開第６２
／４３６，５８９号に開示されている。エラストマー積層体３０２は、吸収性物品製造ラ
インの一部として製造されてもよく、又はオフラインで製造されてもよく、吸収性物品製
造ラインに供給されるエラストマー積層体として巻き出されてもよい。
【０１０４】
　本開示のエラストマー積層体
　本開示の「エラストマー積層体３０２」は、第１の基材３０６と第２の基材層３０８と
の間に複数の弾性体３１６を含んでもよく、複数の弾性体３１６（多くの場合、「第１の
複数の弾性体」、「第２の複数の弾性体」などと呼ばれる）は、約０．２５ｍｍ～約４ｍ
ｍの平均ストランド間隔、約１０～約５００の平均Ｄｔｅｘ、及び約０．１～約１ｐｓｉ
のストランド下圧力を有する。当該エラストマー積層体３０２は、様々な吸収性物品構成
要素の少なくとも一部を形成するために使用されてもよい。エラストマー積層体３０２が
、ベルト、シャーシ、サイドパネル、トップシート、バックシート、及び耳パネル、並び
にこれらの組み合わせからなる群のうちの少なくとも１つの少なくとも一部分を形成する
とき、エラストマー積層体３０２の複数の弾性体３１６は、約４０～約１０００本の弾性
ストランドを含んでもよい。また、エラストマー積層体３０２が、ウエストバンド、ウエ
ストキャップ、内側レッグカフ、外側レッグカフ、及び横バリア、並びにこれらの組み合
わせからなる群のうちの少なくとも１つの少なくとも一部分を形成するとき、エラストマ
ー積層体３０２の第１の複数の弾性体３１６は、約１０～約４００本の弾性ストランドを
含んでもよい。最終的には、「複数の弾性体」は、文脈の用語であり、弾性体の特定の特
性（例えば、平均Ｄｔｅｘ、平均ストランド間隔、ストランド下圧力など）、構成、属性
、特性、配置などは、特定の「複数の弾性体」がどのようにあるかを定義するために参照
される。
【０１０５】
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　更に、エラストマー積層体３０２は、ベルト４３０、サイドパネル３３０、シャーシ２
００、トップシート１２４、バックシート１２５、及び耳パネル５３０を含む物品構成要
素の群のうちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよく、エラストマー積層体３０
２は、約０．２５ｍｍ～約４ｍｍの平均ストランド間隔、約１０～約５００の平均Ｄｔｅ
ｘ、約５０％～約４００％の平均予歪みを有する約４０～約１０００本の弾性ストランド
を有する複数の弾性体を含んでもよく、第１の基材３０６及び第２の基材３０８はそれぞ
れ、約６グラム毎平方メートル～約３０グラム毎平方メートルの坪量を有する。
【０１０６】
　エラストマー積層体３０２が、ベルト４３０、サイドパネル３３０、シャーシ２００、
トップシート１２４、バックシート１２５、及び耳パネル５３０を含む物品構成要素の群
のうちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよいとき、エラストマー積層体３０２
は、約５０～約８２５本の弾性ストランドを有する複数の弾性体を含んでもよい。更に、
複数の弾性体は、約１００～約６５０本の弾性ストランドを含んでもよい。また更に、複
数の弾性体は、約１５０～約４７５本の弾性ストランドを含んでもよい。
【０１０７】
　エラストマー積層体３０２が、ベルト４３０、サイドパネル３３０、シャーシ２００、
トップシート１２４、バックシート１２５、及び耳パネル５３０を含む物品構成要素の群
のうちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよいとき、エラストマー積層体３０２
は、約０．５ｍｍ～約３．５ｍｍの平均ストランド間隔を有する複数の弾性体を含んでも
よい。更に、複数の弾性体は、約０．７５ｍｍ～約２．５ｍｍの平均ストランド間隔を有
してもよい。
【０１０８】
　エラストマー積層体３０２が、ベルト４３０、サイドパネル３３０、シャーシ２００、
トップシート１２４、バックシート１２５、及び耳パネル５３０を含む物品構成要素の群
のうちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよいとき、エラストマー積層体３０２
は、約３０～約４００の平均Ｄｔｅｘを有する複数の弾性体を含んでもよい。更に、エラ
ストマー積層体３０２は、複数の弾性体の平均Ｄｔｅｘが約５０～約２５０であってもよ
い。
【０１０９】
　エラストマー積層体３０２が、ベルト４３０、サイドパネル３３０、シャーシ２００、
トップシート１２４、バックシート１２５、及び耳パネル５３０を含む物品構成要素の群
のうちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよいとき、エラストマー積層体３０２
は、約７５％～約３００％であり得る平均予歪みを有する複数の弾性体を含んでもよい。
更に、エラストマー積層体は、約１００％～約２５０％の平均予歪みを有する複数の弾性
体３１６を含んでもよい。
【０１１０】
　エラストマー積層体３０２は、ウエストバンド１２２、ウエストキャップ１２３、内側
レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、及び横バリア１６を含む物品構成要素の群の
うちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよく、また、約０．２５ｍｍ～約４ｍｍ
の平均ストランド間隔、約１０～約５００のデシテックス、約５０％～約４００％の平均
予歪みを有する約１０～約４００本の弾性ストランドを有する複数の弾性体を含んでもよ
く、第１の基材３０６及び第２の基材３０８はそれぞれ、約６グラム毎平方メートル～約
３０グラム毎平方メートルの坪量を有する。
【０１１１】
　エラストマー積層体３０２は、ウエストバンド１２２、ウエストキャップ１２３、内側
レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、及び横バリア１６を含む物品構成要素の群の
うちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよく、また、約１５～約３００本の弾性
ストランドを有する複数の弾性体を含んでもよい。更に、複数の弾性体は、約２０～約２
２５本の弾性ストランドを含んでもよい。更に、複数の弾性体は、約２５～約１５０本の
弾性ストランドを含んでもよい。
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【０１１２】
　エラストマー積層体３０２は、ウエストバンド１２２、ウエストキャップ１２３、内側
レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、及び横バリア１６を含む物品構成要素の群の
うちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよく、また、約０．５ｍｍ～約３．０ｍ
ｍの平均ストランド間隔を有する複数の弾性体を含んでもよい。更に、複数の弾性体３１
６は、約０．７５ｍｍ～約２．５ｍｍの平均ストランド間隔を有してもよい。
【０１１３】
　エラストマー積層体３０２は、ウエストバンド１２２、ウエストキャップ１２３、内側
レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、及び横バリア１６を含む物品構成要素の群の
うちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよく、また、約３０～約４００の平均Ｄ
ｔｅｘを有する複数の弾性体を含んでもよい。あるいは、エラストマー積層体３０２の複
数の弾性体３１６は、約５０～約２５０の平均Ｄｔｅｘを有してもよい。
【０１１４】
　エラストマー積層体３０２は、ウエストバンド１２２、ウエストキャップ１２３、内側
レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、及び横バリア１６を含む物品構成要素の群の
うちの１つ以上の少なくとも一部分を形成してもよく、また、約７５％～約３００％の平
均予歪みを有する複数の弾性体を含んでもよい。あるいは、エラストマー積層体は、約１
００％～約２５０％の平均予歪みを有する複数の弾性体を含んでもよい。
【０１１５】
　ベルト４３０、サイドパネル３３０、耳パネル５３０、シャーシ２００、トップシート
１２４、バックシート１２５、ウエストバンド１２２、ウエストキャップ１２３、内側レ
ッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、又は横バリアのうちのいずれか１つは、約０．
１ｐｓｉ～約１ｐｓｉ、又は約０．２ｐｓｉ～約０．８ｐｓｉのストランド下圧力を有す
る複数の弾性体３１６を含むエラストマー積層体３０２を含んでもよい。
【０１１６】
　本開示の吸収性物品は、ベルト４３０、サイドパネル３３０、耳パネル５３０、ウエス
トバンド１２２、シャーシ２００、トップシート１２４、及びバックシート１２５のうち
の１つ以上の一部分を形成するエラストマー積層体３０２を含んでもよい。エラストマー
積層体３０２は、特定の弾性デシテックス、不織布タイプ、不織布坪量、弾性体間隔、及
び弾性歪みを有する複数の弾性体を含んでもよい。また、物品は、１つ以上の同一又は実
質的に同一のエラストマー積層体要素（弾性デシテックス、不織布タイプ、不織布坪量、
弾性体間隔、及び弾性歪みを含む）を有するエラストマー積層体３０２を含む２つ以上の
吸収性物品構成要素（ベルト４３０、サイドパネル３３０、耳パネル５３０、ウエストバ
ンド１２２、シャーシ２００、トップシート１２４、及びバックシート１２５を含む）を
含んでもよい。
【０１１７】
　吸収性物品構成要素のそれぞれにおいて使用され得るビームされた弾性ストランド３１
６を越えて、弾性不織布、エラストマーフィルム、エラストマー発泡体、エラストマース
クリム、及びエラストマーリボン、又はこれらの組み合わせなどの他の弾性構成要素を、
ビームされた弾性体３１６と共に使用することができる。
【０１１８】
　エラストマー積層体３０２は、弾性材料がエラストマー積層体３０２内で視認可能であ
るように、弾性材料がより隠され、すなわちマスクされてもよいか、又は異なる色であっ
てもよいように、第１の基材層３０６及び第２の基材層３０８の一方又は両方と同じ色で
あってもよい複数の弾性体３１６を含んでもよい。更に、複数の弾性体３１６は、実質的
に不可視であるように、透明又は半透明であってもよい。弾性体３１６の非常に低いデシ
テックスと組み合わされた透明性又は半透明性は、弾性体３１６を、そのような弾性体３
１６を含むエラストマー積層体３０２を含む吸収性物品のユーザによって視覚的かつ触覚
的に目立たなくすることができる。
【０１１９】
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　一実施形態では、パッケージ６１０は、複数の吸収性物品１００を含んでもよい。パッ
ケージ６１０は、パッケージ材料と、平均対象体重及び着用比率を計算するために使用さ
れるサイズ情報を示す表示部１０００と、を含み得る。この段落の内容は、パッケージ内
の各吸収性物品に当てはまる場合がある。物品吸収性物品１００は、トップシート１２４
、バックシート１２５、及びトップシート１２４とバックシート１２５との間に配置され
る吸収性コア１２８を有するシャーシ２００を含んでもよい。吸収性物品１００は、物品
の後側腰部領域３８に配置され、シャーシの後側腰部領域３８の外側寄りに重なり且つ延
在する、後側ベルト４３０Ｂを含んでもよい。吸収性物品１００は、物品の前側腰部領域
３６に配置され、シャーシの前側腰部領域３６の外側寄りに重なり且つ延在する、前側ベ
ルト４３０Ｆを更に含んでもよい。後側ベルト４３０Ｂ及び前側ベルト４３０Ｆの一方又
は両方は、約０．２５ｍｍ～約４ｍｍの平均ストランド間隔、約１０～約６００の平均Ｄ
ｔｅｘ、約５０％～約４００％の平均予歪み、及び約１．０ｐｓｉ未満のストランド下圧
力を有する約４０～約１０００本の弾性ストランドを含む。後側ベルト４３０Ｂは、４つ
の等しいセクションに分割されてもよく、セクション４は、後側ベルト４３０Ｂの近位端
縁部を含み、セクション１は、後側ベルト４３０Ｂの遠位端縁部を含み、セクション２は
、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接している。前側ベルト４３
０Ｆは、４つの等しいセクションに分割されてもよく、セクション４は、前側ベルト４３
０Ｆの近位端縁部を含み、セクション１は、前側ベルト４３０Ｆの遠位端縁部を含み、セ
クション２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接している。後
側ベルト４３０Ｂ及び前側ベルト４３０Ｆの一方又は両方のセクションのうちの１つ以上
が約２ｇｆ／ｍｍ～約１５ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する吸収性物品１００。約１．０～
約３．０の着用比率を有する吸収性物品１００。吸収性物品１００が小児及び小さい子ど
もに使用するために設計されているとき、弛緩した製品腰部幅は約８０ｍｍ～約２７０ｍ
ｍであってもよく、平均対象体重は約６ｋｇ～約５０ｋｇであってもよい。吸収性物品１
００が年長の子ども及び成人に使用するために設計されているとき、弛緩した製品腰部幅
は、約２３０ｍｍ～約４００ｍｍであってもよく、平均対象体重は、約６０ｋｇ～約１３
５ｋｇであってもよい。
【０１２０】
　別の実施形態では、パッケージ６１０は、複数の吸収性物品１００を含んでもよい。パ
ッケージ６１０は、パッケージ材料と、平均対象体重及び着用比率を計算するために使用
されるサイズ情報を示す表示部１０００と、を含み得る。この段落の内容は、パッケージ
内の各吸収性物品に当てはまる場合がある。吸収性物品１００は、トップシート１２４、
バックシート１２５、及びトップシート１２４とバックシート１２５との間に配置される
吸収性コア１２８を有するシャーシ２００を含んでもよい。吸収性物品１００は、物品の
後側腰部領域３８に配置され、シャーシの後側腰部領域３８の外側寄りに重なり且つ延在
する、後側ベルト４３０Ｂを含んでもよい。吸収性物品１００は、物品の前側腰部領域３
６に配置され、シャーシの前側腰部領域３６の外側寄りに重なり且つ延在する、前側ベル
ト４３０Ｆを更に含んでもよい。後側ベルト４３０Ｂ及び前側ベルト４３０Ｆの一方又は
両方は、約０．５ｍｍ～約２．５ｍｍの平均ストランド間隔、約４０～約３００の平均Ｄ
ｔｅｘ、約７５％～約３００％の平均予歪み、及び約０．２～約０．８ｐｓｉのストラン
ド下圧力を有する約５０～約６００本の弾性ストランドを含む。後側ベルト４３０Ｂは、
４つの等しいセクションに分割されてもよく、セクション４は、後側ベルト４３０Ｂの近
位端縁部を含み、セクション１は、後側ベルト４３０Ｂの遠位端縁部を含み、セクション
２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接している。前側ベルト
４３０Ｆは、４つの等しいセクションに分割されてもよく、セクション４は、前側ベルト
４３０Ｆの近位端縁部を含み、セクション１は、前側ベルト４３０Ｆの遠位端縁部を含み
、セクション２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接している
。吸収性物品１００は、約３ｇｆ／ｍｍ～約１２ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する後側ベル
ト４３０Ｂ及び前側ベルト４３０Ｆの一方又は両方のセクションのうちの１つ以上を含ん
でもよい。あるいは、吸収性物品１００は、約４ｇｆ／ｍｍ～約１０ｇｆ／ｍｍの断面係
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数を有する後側ベルト４３０Ｂ及び前側ベルト４３０Ｆの一方又は両方のセクションのう
ちの１つ以上を含んでもよい。吸収性物品１００は、約１．２５～約２．５の着用比率を
有してもよい。あるいは、吸収性物品１００は、約１．３～約２．０の着用比率を有して
もよい。後側ベルト４３０Ｂのセクションのうちの１つ以上は、前側ベルト４３０Ｆのセ
クションのうちの１つ以上よりも、より多くの弾性体、より高い平均Ｄｔｅｘ、より高い
平均ストランド間隔、及びより高い平均予歪みのうちの１つ以上を含んでもよい。
【０１２１】
　複数のビーム
　ウエストバンド１２２、ウエストキャップ１２３、内側レッグカフ１５０、外側レッグ
カフ１４０及び／又は横バリアのうちの１つ以上は、複数の弾性ビームから形成されても
よいことを理解されたい。例えば、１つのビームは、ウエストバンド１２２、ウエストキ
ャップ１２３、内側レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、及び／又は横バリアのう
ちの１つ以上の第１部分を形成してもよく、第２のビームは、ウエストバンド１２２、ウ
エストキャップ１２３、内側レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、及び／又は横バ
リアのうちの１つ以上の第２部分を形成してもよく、別個のビームは、異なる数の弾性体
を含んでもよく、かつ／又はそのビームは、異なるデシテックスを有する弾性体を有して
もよく、かつ／又は２つのビームの弾性体は、異なる間隔で配置されてもよく、かつ／又
は別個のビームは、異なる予歪みを有する弾性体を送達してもよく、かつ／又はその異な
るビームは、例えば、線状、弓状、角度付きなど、製品内で異なる配向を有する弾性体を
送達してもよい。このような複数ビームアプローチから作製されたウエストバンド１２２
、ウエストキャップ１２３、内側レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４０、及び／又は
横バリアの得られた部分は、異なる質感、衣類のような外観、弾性率、及び／又は異なる
力を有し得る。
【０１２２】
　ベルト４３０、サイドパネル３３０、耳パネル５３０、ウエストバンド１２２、シャー
シ２００、トップシート１２４、及びバックシート１２５を含む吸収性物品構成要素のう
ちの１つ以上は、複数の弾性ビームから形成されたエラストマー積層体３０２を含んでも
よいことも理解されたい。例えば、１つのビームは、ベルト４３０、サイドパネル３３０
、耳パネル５３０、ウエストバンド１２２、シャーシ２００、トップシート１２４、及び
バックシート１２５を含む１つ以上の吸収性物品構成要素の第１部分を形成してもよく、
第２のビームは、ベルト４３０、サイドパネル３３０、耳パネル５３０、ウエストバンド
１２２、シャーシ２００、トップシート１２４、及びバックシート１２５を含む吸収性物
品構成要素の第２部分を形成してもよい。別個のビームは、異なる数の弾性体を含んでも
よく、そのビームは、異なるデシテックスを有する複数の弾性体３１６を有してもよい。
２つのビームの弾性体は、異なる間隔で配置されてもよく、かつ／又は別個のビームは、
異なる予歪みを有する弾性体を送達してもよく、かつ／又は異なるビームは、例えば、線
状、弓状、角度付きなど、製品内で異なる配向を有する弾性体を送達してもよい。このよ
うな複数ビームアプローチから作製されたベルト４３０、サイドパネル３３０、耳パネル
５３０、ウエストバンド１２２、シャーシ２００、トップシート１２４、及び／又はバッ
クシート１２５を含む吸収性物品構成要素の得られた部分は、異なる質感、衣類のような
外観、弾性率、及び／又は異なる力を有し得る。
【０１２３】
　横方向に伸張する弾性体
　本開示の着用可能物品は、複数の横方向に伸張する複数の弾性体を有する１つ以上のエ
ラストマー積層体３０２を含んでもよく、１つ以上のエラストマー積層体は、第１の腰部
領域、股部領域、及び／又は対向する第２の腰部領域内に存在してもよく、複数の弾性体
３１６は、第１及び第２の腰部領域の一方又は両方に配置されてもよく、股部領域内に配
置された横方向に伸張する複数の弾性体の一部又は全てよりも、より高い弾性デシテック
ス、より高いパーセントの歪み、及びより小さい平均ストランド間隔のうちの１つ以上を
有してもよい。そのような着用可能物品は、約０．２５ｍｍ～約４ｍｍの平均ストランド
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間隔、約１０～約５００のデシテックス、約５０％～約４００％の弾性平均予歪み、並び
にそれぞれ約６グラム毎平方メートル～約３０グラム毎平方メートルの坪量を有する第１
の基材３０６及び／又は第２の基材３０８により、約１００～約１５００本の弾性ストラ
ンドを有する複数の弾性体３１６を有する１つ以上のエラストマー積層体３０２を含んで
もよい。
【０１２４】
　化学的性質（スパンデックス対押出ストランド）及び構造
　ビームされた弾性体は、スパンデックス繊維を使用する。スパンデックス繊維の１つの
タイプは、（溶融状態で加工できるものと対照的に）溶液（溶媒）紡糸プロセスを使用し
て繊維に形成する必要がある「ポリウレタン尿素」エラストマー又は「高ハードセグメン
トレベルポリウレタン」エラストマーである。ポリウレタン尿素の尿素結合は、夜間を含
む、おむつの着用に対応する時間スケールでの体温付近の温度での良好な応力緩和性能を
可能にする「固定」を提供するために重要な強い化学的相互作用を提供する。この種の固
定は、多くの熱可塑性ポリウレタン（ハードセグメントが２００℃未満で融解するポリウ
レタン）又は熱可塑性スチレン系ブロックコポリマーと比較してより良好な力緩和（すな
わち、体温で伸張状態に保持されたときに時間と共に減衰する力が少ない）を可能にする
。
【０１２５】
　対照的に、押出ストランド及びスクリムは、典型的には、従来の押出プロセスによって
溶融状態で形成され得るスチレン系ブロックコポリマー又は熱可塑性エラストマーで作製
される。熱可塑性エラストマーとしては、ポリオレフィンエラストマー、ポリウレタン（
ハードセグメントが２００℃未満で融解するポリウレタン）エラストマーなどのような組
成物が挙げられる。ポリウレタン（ハードセグメントが２００℃未満で融解するポリウレ
タン）のようなこれらの熱可塑性エラストマーは、溶融／再溶融し、押出成形することが
できるので、使用中に、より高い応力緩和の影響を受けやすくなり、このことは大きな欠
点である。押出ストランドに使用されるスチレン系ブロックコポリマーは、比較的短い末
端ブロックの間に位置する比較的長いゴム状中間ブロックを含む。良好な流れの従来の押
出プロセスを可能にする程度に十分に短い末端ブロックは、多くの場合、応力緩和に対す
る傾向が大きく、経時的な力緩和を受けることが多い（図２５参照）。
【０１２６】
　スパンデックスに存在する尿素結合は、紡糸プロセスによって作製される必要がある。
スパンデックスは、スチレン系ブロックコポリマーのように溶融／再溶融する又は押出す
ことができない。スパンデックスプレポリマーを溶媒及び添加剤と組み合わせ、溶液を紡
糸して、固体スパンデックス繊維を作製する。次いで、複数の繊維を一緒に形成して、１
つのスパンデックスストランドを作製する。スパンデックスストランドは、ブロッキング
を回避し、スプールに巻き取るための表面仕上げを有してもよい。１つのスパンデックス
繊維は、約１５のデシテックスを有してもよく、その結果、５００デシテックスストラン
ドは、１本のストランドを作製するために一緒に巻かれた名目上３３本の繊維を有しても
よい。ビームアプローチに使用するデシテックスに応じて、１５本の繊維（又はフィラメ
ント）、８本の繊維、５本の繊維、３本の繊維、又は更には２本ほどの少ない繊維を有し
てもよい。スパンデックス繊維は、モノコンポーネント又はバイコンポーネントであり得
る（国際公開第２０１０４５６３７（Ａ２）号に開示されるように）。
【０１２７】
　ビームされた弾性体の化学的性質に更に関連して、約１０％、約７％、約５％、約３％
、又は約１％のシリコーンオイルを含むシリコーンオイルなどの油でビームされた弾性体
をコーティングすることが望ましい場合がある。ビームされた弾性体をシリコーンオイル
で処理することは、ストランドがスプール又はビームに巻かれたときにブロッキング（架
橋）を防止するのに役立ち、また、繊維機械（製織プロセス、編成プロセス、及び整経プ
ロセス用）内のストランドのＣＯＦも低下させる。
【０１２８】
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　市販のスパンデックスストランドはまた、Ｌｙｃｒａ、Ｃｒｅｏｒａ、Ｒｏｉｃａ、又
はＤｏｒｌａｓｔａｎとしても知られ得る。スパンデックスは、多くの場合、エラスタン
繊維又はポリウレタン繊維と呼ばれる。
【０１２９】
　ＬＹＣＲＡ　ＨＹＦＩＴストランド、Ｉｎｖｉｓｔａ（Ｗｉｃｈｉｔａ，Ｋａｎｓａｓ
）の製品は、エラストマー積層体３０２を構成する複数の弾性体３１６を構成するストラ
ンドを作製するのに好適である。いくつかのストランド、例えば、前述のＬＹＣＲＡ　Ｈ
ＹＦＩＴは、一緒に巻かれてストランドを形成する多数の個々の繊維を含んでもよい。多
数の個々の繊維から形成された弾性ストランドに関して、個々の繊維は、互いに対して移
動することがあり、ストランドの断面形状を変化させ、並びにほどけるようになり、その
ことが、ストランドの不十分な制御並びにエラストマー積層体３０２の第１の基材層３０
６及び第２の基材層３０８の一方又は両方への弾性ストランドの不十分な結合／接着／接
合につながり得ることが発見された。複数の繊維を含むストランドに対する欠点を最小限
に抑えるために、所与のストランド中の繊維の数を最小化することが有利であろう。した
がって、ストランド当たり約４０本未満の繊維、ストランド当たり約３０本未満の繊維、
ストランド当たり約２０本未満の繊維、ストランド当たり約１０本未満の繊維、ストラン
ド当たり約５本未満の繊維、及びストランドを形成する１本の繊維を有することが望まし
いであろう。従来技術のマルチファイバーストランドに匹敵する性能を送達することがで
きるストランドを形成する単一繊維の場合、繊維が約２２～約３００の繊維デシテックス
、及び約５０マイクロメートル～約１８５マイクロメートルの繊維直径を有することが望
ましいであろう。
【０１３０】
　ビームされたエラストマー積層体の実施例
　消費者相互作用及び研究により、皮膚の跡の付かない快適な着用体験を提供するために
（今日のストランド状の製品に対して）低い弾性圧力を有する物品を提供しながら、適用
及び取り外し容易性並びに移動の自由のために弾性率のバランスのとれた吸収性物品を提
供するという長年にわたり満たされない消費者ニーズが存在することが示されている。約
２ｇｆ／ｍｍ～１５ｇｆ／ｍｍ、あるいは約３ｇｆ／ｍｍ～約１２ｇｆ／ｍｍ、別の代替
で約４ｇｆ／ｍｍ～約１０ｇｆ／ｍｍの弾性率を有するエラストマー積層体構造が、適用
の容易さ、取り外しの容易さ、適合フィット、及び移動の自由に最も望ましいことが見出
された。これらの構造における弾性構成に応じて、これらの構造体は、例えば弾性ストラ
ンドなどの非常に高いストランド下圧力を呈して、皮膚の跡の増加及び快適性の低減をも
たらす。皮膚上の弾性体の圧力を低減する１つのアプローチは、所与の領域の弾性体の数
を増加させることである。所与の領域内だけの弾性体の数を増加させることにより、スト
ランド下圧力を低減することができるが、しかしながら、それが唯一の変化である場合は
、エラストマー積層体構造の全体的な弾性率も大幅に増加させることができる。皮膚上の
弾性率及び圧力の正しいバランスを達成するために、弾性体間の間隔が低減されるとき、
弾性デシテックス及び／又は弾性歪みを低減し、それによって、皮膚上で弾性率及び圧力
を均衡させ、消費者に好ましい範囲内にこれらのパラメータを維持するために弾性体数を
増加させることが必要である。この重要な発見は、非常に低い歪みレベルで、かつ使い捨
て吸収性物品に全く見られなかった非常に狭い弾性体間隔で、非常に低いデシテックス弾
性を送達することにより、可能になった。低歪みかつ狭い間隔でのこのような低デシテッ
クス弾性の送達は、織物整経ビーム技術アプローチから作製された吸収性物品には初めて
の技術を介して可能になる。以下の実施例は、そのようなエラストマー構造のいくつかの
実施形態である。
【０１３１】
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【０１３２】
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【表２】

　注：サイドパネル／耳部は、表１のベルト（複数可）と同じ開口面積（複数可）を有し
てもよい。
【０１３３】
【表３】

　注：ウエストバンドは、表１のベルト（複数可）と同じ開口面積（複数可）を有しても
よい。
【０１３４】
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【表４】

　注：カフは、表１のベルト（複数可）と同じ開口面積（複数可）を有してもよい。
【実施例】
【０１３５】
　実施例１－ベルトパンツ物品（例えば、図５、図５Ａ、図６、図７、図７Ａ、及び図８
参照）
　実施例１は、本開示のベルト付きパンツ吸収性物品である。パンツは、両方の腰部領域
に配置されたベルト積層体並びに以下の材料及び構造を含む。
【０１３６】
【表５】

【０１３７】
　実施例２－テープ式物品（例えば、図９、図９Ａ、及び図１０参照）
　実施例２は、本開示のサイドパネルテープ式吸収性物品である。テープ式物品は、第１
の腰部領域に配置された一対のサイドパネル並びに以下の材料及び構造を含む。
【０１３８】

【表６】
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【０１３９】
　実施例３－サイドパネルパンツ物品（例えば、図３及び図３Ｂ参照）
　実施例３は、本開示のサイドパネルパンツ吸収性物品である。パンツ物品は、各腰部領
域に配置された一対のサイドパネルを有し、以下の材料及び構造を含む。
【０１４０】
【表７】

【０１４１】
【表８】

【０１４２】
　表６（以下）は、現在市販されているストランド状閉鎖形態の製品の例を示す。全ての
着用比率は、１．５より大きく、一部は、３．０の高さである。
【０１４３】
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【表９】

【０１４４】
　表７（以下）は、本開示のエラストマー積層体を利用するいくつかの本発明の実施例を
示す。本明細書に開示される着用比率は、消費者及び介護者にとってそれぞれの着用を容
易にするであろう。
【０１４５】
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【表１０】

【０１４６】
　図２３及び図２４は、平均Ｄｔｅｘと平均ストランド間隔と断面係数と着用比率とスト
ランド下圧力との間の相互依存、及び本発明のエラストマー積層体により可能になる固有
の特性がどのように、持続的なフィット及び物品のガスケッチングを提供する７ｇｆ／ｍ
ｍの十分なフープ力を送達しながら、皮膚上に低い圧力、快適なフィット、及び着用しや
すさを送達することができるかを示す。この特定の実施例は、１５０の平均Ｄｔｅｘ及び
７ｇｆ／ｍｍの身体上のフープ圧力を利用するが、様々なメトリック間の相対的関係は一
貫したままである。図２３は、ストランド間隔が減少するにつれて、７ｇｆ／ｍｍを送達
するために必要とされる必要な平均予歪みが低くなるので、着用比率が減少し（着用をよ
り容易にする）、これにより、フィット及びガスケッチングに必要な力を維持しながら、
改善された着用を可能にすることを示す。図２４は、平均ストランド間隔が減少するにつ
れて、７ｇｆ／ｍｍの身体上のフープ圧力を維持しながら、対応するストランド下圧力が
減少し、それによってフィット及び物品のガスケッチングのための必要な力を維持しなが
ら、全体的な快適性及び皮膚の健康を最大化する。
【０１４７】
　吸収性物品セクション
　エラストマー積層体３０２を含む吸収性物品の構成要素は、構造体の測定及び詳細な特
性評価を可能にするようにセクション化されてもよい。ウエストバンド１２２（図３Ｂ、
図４、及び図１０参照）、ウエストキャップ１２３（図９参照）、内側レッグカフ１５０
、外側レッグカフ１４０、及び横バリア１６５は全て、１つのセクションを含む。ウエス
トバンド１２２、ウエストキャップ１２３、内側レッグカフ１５０、外側レッグカフ１４
０、及び横バリア１６５に関して、セクションは、最遠位弾性体と最近位側弾性体との間
に配置され、かつそれを含む領域として定められる。
【０１４８】
　シャーシ２００、トップシート１２４（図７Ａ及び図７Ｃ参照）、バックシート１２５
（図７Ｃ及び図７Ｄ参照）、サイドパネル３３０（図３Ｂ参照）、耳パネル５３０（図９
及び図１０）、及びベルトパネル４３０（図７及び図７Ａ参照）などの他の構成要素は、
全て、本明細書に記載されるように複数のセクションを含む。サイドパネル３３０、耳パ
ネル５３０、及びベルトパネル４３０に関して、セクション化される構成要素の部分は、
エラストマー積層体３０２の最遠位弾性体と、エラストマー積層体３０２の最近位弾性体
との間に配置され、かつそれを含む領域として定められる。領域は、横方向軸４４に平行
に延在し、最遠位弾性体の最遠位点を通過する第１の線、及び横方向軸に平行に延在し、
最近位弾性体の最近位点を通過する第２の線によって画定される。これらの要素のそれぞ
れに関して、領域は次に、４つの等しいセクションに分割され、横方向軸４４に平行に配
置され、第１の線と第２の線との間の距離の２５％、５０％、及び７５％に配置された３
本の線によって画定される。領域は、最遠位弾性体を含む第１のセクションと、最近位弾
性体を含む第４のセクションと、第１のセクションに隣接して配置された第２のセクショ
ンと、第２のセクションと第４のセクションとの間に配置された第３のセクションと、を
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含む。
【０１４９】
　エラストマー積層体３０２の弾性体３１６が実質的に長手方向の配向で延在する、シャ
ーシ２００、トップシート１２４（図７Ａ及び図７Ｃ参照）、及びバックシート１２５（
図７Ｃ参照）に関して、セクション化される構成要素の部分は、長手方向軸４２の第１の
側にあるエラストマー積層体３０２の最遠位弾性体と、長手方向軸４２の第２の側にある
エラストマー積層体３０２の最遠位弾性体との間に配置され、かつそれを含む領域として
定められる。領域は、長手方向軸４２に平行に延在し、長手方向軸４２の第１の側にある
最遠位弾性体の最遠位点を通過する第１の線、及び長手方向軸４２に平行に延在し、長手
方向軸４２の第２の側にある最遠位弾性体の最遠位点を通過する第２の線によって画定さ
れる。これらの要素のそれぞれに関して、領域は次に、４つの等しいセクションに分割さ
れ、長手方向軸４２に平行に配置され、第１の線と第２の線との間の距離の２５％、５０
％、及び７５％に配置された３本の線によって画定される。領域は、長手方向軸の第１の
側にある最遠位弾性体を含む第１のセクションと、長手方向軸の第２の側にある最遠位弾
性体を含む第４のセクションと、第１のセクションに隣接して配置された第２のセクショ
ンと、第２のセクションと第４のセクションとの間に配置された第３のセクションと、を
含む。
【０１５０】
　エラストマー積層体３０２の弾性体３１６が実質的に横方向の配向で延在する、シャー
シ２００、トップシート１２４、及びバックシート１２５（図７Ｄ参照）に関して、セク
ション化される構成要素の部分は、横方向軸４４の第１の側におけるエラストマー積層体
３０２の最遠位弾性体と、横方向軸４４の第２の側におけるエラストマー積層体３０２の
最遠位弾性体との間に配置され、かつそれを含む領域として定められる。領域は、横方向
軸４４に平行に延在し、横方向軸４４の第１の側にある最遠位弾性体の最遠位点を通過す
る第１の線、及び横方向軸４４に平行に延在し、横方向軸４４の第２の側にある最遠位弾
性体の最遠位点を通過する第２の線によって画定される。これらの要素のそれぞれに関し
て、領域は次に、４つの等しいセクションに分割され、横方向軸４４に平行に配置され、
第１の線と第２の線との間の距離の２５％、５０％、及び７５％に配置された３本の線に
よって画定される。領域は、横方向軸の第１の側にある最遠位弾性体を含む第１のセクシ
ョンと、横方向軸の第２の側にある最遠位弾性体を含む第４のセクションと、第１のセク
ションに隣接して配置された第２のセクションと、第２のセクションと第４のセクション
との間に配置された第３のセクションと、を含む。
【０１５１】
　例示の請求項の組み合わせ
　例示の請求項セット１：
　１．吸収性物品を含むパッケージであって、
　複数の吸収性物品を収容し、平均対象体重及び着用比率を計算するために使用されるサ
イズ情報を示す表示部を含む、パッケージ材料と、
　前記複数吸収性物品の各吸収性物品であって、
　トップシートと、バックシートと、前記トップシートと前記バックシートとの間に配置
された吸収性コアと、を含むシャーシであって、前端縁部と、後端縁部と、を含むシャー
シと、
　前記シャーシの前記後側腰部領域に接合され、前記シャーシの前記後側腰部領域の外側
寄りに延在する後側ベルトと、
　前記シャーシの前記前側腰部領域に接合され、前記シャーシの前記前側腰部領域の外側
寄りに延在する前側ベルトと、
　長手方向軸と、
　横軸と、を含み
　前記後側ベルトは、約４０本超の弾性ストランドを含む第１の複数の弾性体を含み、前
記前側ベルトは、約４０本超の弾性ストランドを含む第２の複数の弾性体を含み、
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　前記第１の複数の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２の複数
の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、
　前記後側ベルトは、４つの等しいセクションに分割され、セクション４は、前記後側ベ
ルトの近位端縁部を含み、セクション１は、前記後側ベルトの遠位端縁部を含み、セクシ
ョン２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接し、
　前記前側ベルトは、４つの等しいセクションに分割され、セクション４は、前記前側ベ
ルトの近位端縁部を含み、セクション１は、前記前側ベルトの遠位端縁部を含み、セクシ
ョン２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接し、
　前記吸収性物品は、約１．０～約１．５の着用比率を有する、吸収性物品と、を含むパ
ッケージ。
　２．前記吸収性物品が、約８０ｍｍ～２７０の弛緩した製品腰部幅を有する、請求項１
に記載の吸収性物品。
　３．前記吸収性物品が、約１．１～約１．４の着用比率を有する、請求項１～２のいず
れか一項に記載のパッケージ。
　４．前記吸収性物品が、約２３０ｍｍ～４００の弛緩した製品腰部幅を有する、請求項
１及び３のいずれか一項に記載のパッケージ。
　５．前記吸収性物品が、約１．１５～約１．３５の着用比率を有する、請求項１～４の
いずれか一項に記載のパッケージ。
　６．前記吸収性物品が、約１５０ｍｍ～３００の弛緩した製品腰部幅を有する、請求項
１、３、及び５のいずれか一項に記載のパッケージ。
　７．前記後側ベルトが、約７５本超の弾性ストランドを含む第１の複数の弾性体を含み
、前記前側ベルトが、約７５本超の弾性ストランドを含む第２の複数の弾性体を含む、請
求項１～６のいずれか一項に記載のパッケージ。
　８．前記第１の複数の弾性体が、３ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２の
複数の弾性体が、３ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有する、請求項１～７のいずれか一
項に記載のパッケージ。
　９．前記第１の複数の弾性体が、２ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２の
複数の弾性体が、２ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有する、請求項１～８のいずれか一
項に記載のパッケージ。
　１０．前記第１の複数の弾性体が、１ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２
の複数の弾性体が、１ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有する、請求項１～９のいずれか
一項に記載のパッケージ。
　１１．前記吸収性物品が、約１．２～約１．３の着用比率を有する、請求項１～１０の
いずれか一項に記載のパッケージ。
　１２．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約１０
～約６００の平均Ｄｔｅｘを有する、請求項１～１１のいずれか一項に記載のパッケージ
。
　１３．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．
１～約１ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１２のいずれか一項に記載のパ
ッケージ。
　１４．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．
２～約０．９ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１３のいずれか一項に記載
のパッケージ。
　１５．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．
２５～約０．８ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１４のいずれか一項に記
載のパッケージ。
　１６．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．
３～約０．７ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１５のいずれか一項に記載
のパッケージ。
　１７．前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約２ｇｆ／ｍｍ～約１５



(39) JP 2020-500663 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

ｇｆ／ｍｍの断面係数を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約
２ｇｆ／ｍｍ～約１５ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する、請求項１～１６のいずれか一項に
記載のパッケージ。
　１８．前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約３ｇｆ／ｍｍ～約１２
ｇｆ／ｍｍの断面係数を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約
３ｇｆ／ｍｍ～約１２ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する、請求項１～１７のいずれか一項に
記載のパッケージ。
　１９．前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約４ｇｆ／ｍｍ～約１０
ｇｆ／ｍｍの断面係数を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約
４ｇｆ／ｍｍ～約１０ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する、請求項１～１８のいずれか一項に
記載のパッケージ。
　２０．前記第１の複数及び前記第２の複数の弾性体が、ポリウレタン尿素を含む、請求
項１～１９のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２１．前記第１の複数及び前記第２の複数の弾性体が、シリコーンオイル被覆を含む、
請求項１～２０のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２２．前記後側ベルトが、第１の基材層及び第２の基材層を含み、前記第１の複数の弾
性体が、接着剤を介して前記第１の基材層と第２の基材層との間に配置され、前記第１の
基材層及び第２の基材層に接合される、請求項１～２１のいずれか一項に記載のパッケー
ジ。
　２３．前記接着剤が、スチレン系ブロックコポリマー、ポリオレフィン、エチレン－ビ
ニルアセテート、ポリウレタン、エチレン－プロピレンコポリマー、プロピレン－エチレ
ンコポリマー、ポリオレフィンブロックポリマー、ポリオレフィンホモポリマー、ポリエ
ステル、ポリアミド、シリコーン、シアノアクリル系、アクリル系、ブチルゴム、及びこ
れらの組み合わせからなる群から選択される、請求項２２に記載のパッケージ。
　２４．前記第１の複数及び前記第２の複数の弾性体が、実質的にポリウレタン尿素から
なる、請求項１～２３のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２５．前記第１の複数及び前記第２の複数の弾性体が、ポリウレタン尿素からなる、請
求項１～２４のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２６．前記エラストマー積層体を形成するために前記第１の複数の弾性体を単一のビー
ムから巻き出す工程を含む、請求項１～２５のいずれか一項に記載の吸収性物品の製造方
法。
　２７．前記エラストマー積層体を形成するために前記第１の複数の弾性体及び前記第２
の複数の弾性体を単一のビームから巻き出す工程を含む、請求項１～２６のいずれか一項
に記載の吸収性物品の製造方法。
　２８．前記エラストマー積層体を形成するために、前記第１の複数の弾性体を第１のビ
ームから巻き出す第１の工程を含み、前記第２の複数の弾性体を第２のビームから巻き出
す第２の工程を含み、前記第２のビームが前記第１のビームと分離している、請求項１～
２５のいずれか一項に記載の吸収性物品の製造方法。
【０１５２】
　例示の請求項セット２：
　１．吸収性物品を含むパッケージであって、
　複数の吸収性物品を収容し、平均対象体重及び着用比率を計算するために使用されるサ
イズ情報を示す表示部を含む、パッケージ材料と、
　前記複数吸収性物品の各吸収性物品であって、
　トップシートと、バックシートと、前記トップシートと前記バックシートとの間に配置
された吸収性コアと、を含むシャーシであって、前端縁部と、後端縁部と、を含むシャー
シと、
　前記シャーシの前記後側腰部領域に接合され、前記シャーシの前記後側腰部領域の外側
寄りに延在する後側ベルトと、
　前記シャーシの前記前側腰部領域に接合され、前記シャーシの前記前側腰部領域の外側
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寄りに延在する前側ベルトと、
　長手方向軸と、
　横軸と、を含み
　前記後側ベルトは、約８０本超の弾性ストランドを含む第１の複数の弾性体を含み、前
記前側ベルトは、約８０本超の弾性ストランドを含む第２の複数の弾性体を含み、
　前記第１の複数の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２の複数
の弾性体は、４ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、
　前記後側ベルトは、４つの等しいセクションに分割され、セクション４は、前記後側ベ
ルトの近位端縁部を含み、セクション１は、前記後側ベルトの遠位端縁部を含み、セクシ
ョン２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接し、
　前記前側ベルトは、４つの等しいセクションに分割され、セクション４は、前記前側ベ
ルトの近位端縁部を含み、セクション１は、前記前側ベルトの遠位端縁部を含み、セクシ
ョン２は、セクション１に近接し、セクション３はセクション４に近接し、
　前記吸収性物品は、約１．０～約１．５の着用比率を有する、吸収性物品と、を含むパ
ッケージ。
　２．前記吸収性物品が、約８０ｍｍ～２７０ｍｍの弛緩した製品腰部幅を有する、請求
項１に記載のパッケージ。
　３．前記吸収性物品が、約１．１～約１．４の着用比率を有する、請求項１～２のいず
れか一項に記載のパッケージ。
　４．前記吸収性物品が、約２３０ｍｍ～４００ｍｍの弛緩した製品腰部幅を有する、請
求項１及び３のいずれか一項に記載のパッケージ。
　５．前記吸収性物品が、約１．１５～約１．３５の着用比率を有する、請求項１～４の
いずれか一項に記載のパッケージ。
　６．前記吸収性物品が、約１５０ｍｍ～３００ｍｍの弛緩した製品腰部幅を有する、請
求項１及び３～５のいずれか一項に記載のパッケージ。
　７．前記後側ベルトが、約１２５本超の弾性ストランドを含む第１の複数の弾性体を含
み、前記前側ベルトが、約１２５本超の弾性ストランドを含む第２の複数の弾性体を含む
、請求項１～６のいずれか一項に記載のパッケージ。
　８．前記第１の複数の弾性体が、３ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２の
複数の弾性体が、３ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有する、請求項１～７のいずれか一
項に記載のパッケージ。
　９．前記第１の複数の弾性体が、２ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２の
複数の弾性体が、２ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有する、請求項１～８のいずれか一
項に記載のパッケージ。
　１０．前記第１の複数の弾性体が、１ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有し、前記第２
の複数の弾性体が、１ｍｍ未満の平均ストランド間隔を有する、請求項１～９のいずれか
一項に記載のパッケージ。
　１１．前記吸収性物品が、約１．２～約１．３の着用比率を有する、請求項１～１０の
いずれか一項に記載のパッケージ。
　１２．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約１０
～約６００の平均Ｄｔｅｘを有する、請求項１～１１のいずれか一項に記載のパッケージ
。
　１３．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．
１～約１ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１２のいずれか一項に記載のパ
ッケージ。
　１４．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．
２～約０．９ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１３のいずれか一項に記載
のパッケージ。
　１５．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．
２５～約０．８ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１４のいずれか一項に記
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載のパッケージ。
　１６．前記第１の複数の弾性体及び前記第２の複数の弾性体の一方又は両方が、約０．
３～約０．７ｐｓｉのストランド下圧力を有する、請求項１～１５のいずれか一項に記載
のパッケージ。
　１７．前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約２ｇｆ／ｍｍ～約１５
ｇｆ／ｍｍの断面係数を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約
２ｇｆ／ｍｍ～約１５ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する、請求項１～１６のいずれか一項に
記載のパッケージ。
　１８．前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約３ｇｆ／ｍｍ～約１４
ｇｆ／ｍｍの断面係数を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約
３ｇｆ／ｍｍ～約１４ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する、請求項１～１７のいずれか一項に
記載のパッケージ。
　１９．前記後側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約４ｇｆ／ｍｍ～約１２
ｇｆ／ｍｍの断面係数を有し、前記前側ベルトの前記セクションのうちの１つ以上が、約
４ｇｆ／ｍｍ～約１２ｇｆ／ｍｍの断面係数を有する、請求項１～１８のいずれか一項に
記載のパッケージ。
　２０．前記第１の複数及び前記第２の複数の弾性体が、ポリウレタン尿素を含む、請求
項１～１９のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２１．前記第１の複数及び前記第２の複数の弾性体が、シリコーンオイル被覆を含む、
請求項１～２０のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２２．前記後側ベルトが、第１の基材層及び第２の基材層を含み、前記第１の複数の弾
性体が、接着剤を介して前記第１の基材層と第２の基材層との間に配置され、前記第１の
基材層及び第２の基材層に接合される、請求項１～２１のいずれか一項に記載のパッケー
ジ。
　２３．前記接着剤が、スチレン系ブロックコポリマー、ポリオレフィン、エチレン－ビ
ニルアセテート、ポリウレタン、エチレン－プロピレンコポリマー、プロピレン－エチレ
ンコポリマー、ポリオレフィンブロックポリマー、ポリオレフィンホモポリマー、ポリエ
ステル、ポリアミド、シリコーン、シアノアクリル系、アクリル系、ブチルゴム、及びこ
れらの組み合わせからなる群から選択される、請求項２２に記載のパッケージ。
　２４．前記第１の複数及び前記第２の複数の弾性体が、実質的にポリウレタン尿素から
なる、請求項１～２３のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２５．前記第１の複数及び前記第２の複数の弾性体が、ポリウレタン尿素からなる、請
求項１～２４のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２６．前記後側ベルトのセクション１における前記最遠位弾性ストランドの少なくとも
一部が、異なるように着色され、かつ／又はそれらと重なり合う不織布は、着色されるか
、若しくは前記後側ベルトのセクション２における前記弾性ストランドから前記最遠位弾
性体の前記少なくとも一部を区別する図形を含み、前記前側ベルトのセクション１におけ
る前記最遠位弾性ストランドの少なくとも一部が、異なるように着色され、かつ／又はそ
れらと重なり合う不織布は、着色されるか、若しくは前記前側ベルトのセクション２にお
ける前記弾性ストランドから前記最遠位弾性体の前記少なくとも一部を区別する図形を含
む、請求項１～２５のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２７．前記後側ベルトのセクション１が、前記前側ベルトのセクション１より長手方向
に長い、請求項１～２６のいずれか一項に記載のパッケージ。
　２８．前記平均対象体重が、約６ｋｇ～約５０ｋｇである、請求項２に記載のパッケー
ジ。
　２９．前記弛緩した製品腰部幅が、約２３０ｍｍ～約４００ｍｍであり、前記平均対象
体重が、約６０ｋｇ～約１３５ｋｇである、請求項４に記載のパッケージ。
　３０．前記エラストマー積層体を形成するために前記第１の複数の弾性体を単一のビー
ムから巻き出す工程を含む、請求項１～２９のいずれか一項に記載の吸収性物品の製造方
法。
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　３１．前記エラストマー積層体を形成するために前記第１の複数の弾性体及び前記第２
の複数の弾性体を単一のビームから巻き出す工程を含む、請求項１～３０のいずれか一項
に記載の吸収性物品の製造方法。
　３２．前記エラストマー積層体を形成するために、前記第１の複数の弾性体を第１のビ
ームから巻き出す第１の工程を含み、前記第２の複数の弾性体を第２のビームから巻き出
す第２の工程を含み、前記第２のビームが前記第１のビームと分離している、請求項１～
２９のいずれか一項に記載の吸収性物品の製造方法。
【０１５３】
　方法：
　一般的なサンプルの調製
　一般的なサンプル調製は、方法自体内に特定のサンプル調製指示を有しない方法に使用
されることが意図される。
【０１５４】
　試験のために試料を回収する場合、標本は、複数の弾性ストランド及び／又は弾性材料
を収容しなければならない（フィルム、弾性スクリム、弾性フォーム、弾性リボン、弾性
ストリップなど）。弾性材料及び／又は弾性ストランドがサンプル内に完全に固定されて
いない状況では、試料は、試料の試験領域内の弾性材料及び／又は弾性ストランドが、試
料の採取の結果として意図され、変更されていないような方法で得られなければならない
。弾性材料又は任意の弾性ストランドが剥離、クリープ、又は積層体内若しくは積層体か
ら分離される場合、試料は廃棄され、新たな試料が準備される。
【０１５５】
　パンツについては、サイドパネルがシャーシに取り付けられている場合は、サイドパネ
ルを取り外し、サイドシームでサイドパネルを分離する。パネルの全幅を横断する弾性材
料を特定する。弾性材料又は弾性ストランドの長手方向最遠位縁部（腰部縁部に最も近い
）及び弾性材料又は弾性ストランドの長手方向最近位縁部（脚部縁部に最も近い）を特定
することにより、最遠位弾性ストランド又は弾性材料縁部と、最近位弾性ストランド又は
弾性材料縁部との間の中点を決定する。４０ｍｍ幅のストリップを、中点を中心としたパ
ネル全体にわたって横方向に切断する。弾性材料及び／又は弾性ストランドを含む前側及
び後側サイドパネルのそれぞれについて繰り返す。
【０１５６】
　テープ式については、耳パネルがシャーシに取り付けられている場合は、耳パネルを取
り外す。パネルの全幅を横断する弾性材料を特定する。最遠位弾性材料縁部又は弾性スト
ランド（腰部縁部に最も近い）及び最近位弾性材料縁部又は弾性ストランド（脚部縁部に
最も近い）を特定することにより、最遠位弾性ストランド又は弾性材料縁部と、最近位弾
性ストランド又は弾性材料縁部との間の中点を決定する。４０ｍｍ幅のストリップを、中
点を中心とした耳パネル全体にわたって横方向に切断する。弾性材料及び／又は弾性スト
ランドを含む前側及び後側耳パネルのそれぞれについて繰り返す。
【０１５７】
　ベルト付き物品については、コアの側部に沿って腰部縁部まで線を延ばすことによって
、前側及び後側で製品にマークを付ける。ベルトを剥離しないように、又は弾性体を解放
しないように注意しながら、適切な手段（例えば、凍結スプレー）を使用して、物品から
ベルトを取り外す。前側ベルトを後側ベルトから任意のシームに沿って分離する。最遠位
弾性材料縁部又は弾性ストランド（腰部縁部に最も近い）及び最近位弾性材料縁部又はス
トランド（脚部縁部に最も近い）を特定することにより、最遠位弾性ストランド又は弾性
材料縁部と、最近位弾性ストランド又は弾性材料縁部との間の中点を決定する。直線状で
ある場合には腰部縁部に平行に、直線状かつ中点を中心とした場合には弾性ストランドに
平行に、４０ｍｍ幅のストリップをベルト部分全体にわたって切断する。ストリップが、
弾性ストランド又は弾性材料を含まない領域（例えば、コアと重なり合った部分など）を
有する場合、弾性ストランド／弾性材料の端部に沿って切断して、非弾性領域を取り外し
、２つの試料として処理する。
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【０１５８】
　ウエストバンドについては、それらを単一の材料片として試験する。ベルトを剥離しな
いように、又は弾性体を解放しないように注意しながら、適切な手段（例えば、凍結スプ
レー）を使用して、物品からベルトを取り外す。
【０１５９】
　レッグカフについては、レッグカフのそれぞれを、単一の材料片として試験する。内側
レッグカフサンプルは、内側レッグカフの最近位縁部から、内側レッグカフの最遠位弾性
部まで、これを含んで延在し、かつシャーシの前側及び後側腰部縁部まで長手方向に延在
する内側レッグカフの部分であると考えられる。外側レッグカフサンプルは、外側レッグ
カフの最遠位縁部から、外側レッグカフの最近位弾性部まで、これを含んで延在し、かつ
シャーシの前側及び後側腰部縁部まで長手方向に延在する外側レッグカフの部分であると
考えられる。
【０１６０】
　全ての試料ストリップについて、スパン修正幅（Span Corrected Width）（ＳＣＷ）を
次のように計算する。
【０１６１】
【数１】

　式中、ｄは２つの遠位ストランドの間の距離（ｍｍ）であり、ｎは、ｎ＞１のときのス
トランドの数である。各端部でストリップをクランプし、クランプ間の長さを１ｍｍ単位
で測定する。３ｇ／ｍｍのＳＣＷに相当する重量を適用する。１０秒後、最終重量を１ｍ
ｍ単位で測定した。伸長を、（最終長さ－初期長さ）／初期長さとして計算する。
【０１６２】
　着用比率（Donning-Ratio）、腰部輪郭に対する製品長さ及び製品の臀部対腰部のシル
エットの製品測定準備
　全ての測定は、２２℃＋／－２°及び５０％　ＲＨ＋／－２０％で行われる。
【０１６３】
　目的
　この方法は、その後の寸法測定用にパンツ型製品を準備するために使用される。この方
法は、バッグから取り出された製品を開く、一貫した手段を提供する。この方法は、パン
ツ製品の全ての形態に適用可能である。コンピュータインターフェースを有する一定速度
の延伸引張試験機を使用する。
【０１６４】
　ロードセルは、ロードセル容量が５Ｎ負荷の精度を確実に０．１Ｎ以内にするように選
択される。
【０１６５】
　サンプルホルダー装置
　それぞれ最長サイドシームの長さよりも長く伸張する、９．５０ｍｍのロッド半径を有
する「Ｃ」（６０４）及び「Ｏ」（６０５）バーアタッチメント。図２０を参照されたい
。バーは、それらの長手方向軸が同じ垂直平面内にあり、上部バーが下部バーの真上に取
り付けられた状態で、引張試験機に水平に取り付けられる。
【０１６６】
　装置設定
　計器製造者の推奨に従って引張試験機装置を較正する。
【０１６７】
　初期ゲージ長は、１０個のサンプル製品をバッグから取り出し、パンツ製品（６０７）
を広げ、下の図２１に示されるようにそれらを平らに配置し、（６０６）に示されるよう
に腰部でパンツの側部間の距離を測定することによって決定される。腰部測定値の平均は
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、特定の試料のセットの初期ゲージ長として使用される。初期ゲージ長は、上部バーの最
上縁部から下部バーの最下縁部までの距離である。
【０１６８】
　試料の操作を最小限にしながら、図２２に示すように、製品（６０７）全体をバーに適
用する。
　サンプルを５Ｎの力で引っ張り、次いで１０秒間保持する。初期ゲージ長に戻る。
　クロスヘッド速度＝２５４．０ｍｍ／分、データ取得速度＝５０Ｈｚ。
　サイクル＝１
【０１６９】
　操作を最小限にしながら、試料をバーから取り除く。図２に示すように、前面が上向き
になるように、試料を平らに置く。
　１０試料全てについて繰り返す
【０１７０】
　物理的測定
　下記の各測定は、別個の類似試料１０個に対して実施され、この１０個の別個の類似試
料の平均が、その特定の試料セットの測定値と見なされる。
【０１７１】
　弛緩した製品長さ（６００）
　「弛緩した製品長さ」は、股部領域の長手方向最遠位点と前側腰部縁部に沿った長手方
向最遠位点との間の長手方向距離である。長手方向距離は、製品の長手方向軸に平行に測
定される。図２を参照されたい。
【０１７２】
　弛緩した製品臀部幅（６０１）
　弛緩した製品臀部幅は、左脚部開口部の上部縁部における製品の左側縁部の横方向最遠
位点から、右脚部開口部の上部縁部における製品の右側縁部の横方向最遠位点までの横方
向距離である。図２を参照されたい。横方向距離は、製品の長手方向軸に垂直に測定され
る。
【０１７３】
　弛緩した製品腰部幅（６０２）
　「弛緩した製品腰部幅」は、前側腰部縁部の右側の最遠位点から前側腰部縁部の左側の
最遠位点までの横方向距離である。横方向距離は、製品の長手方向軸に垂直に測定される
。図２を参照されたい。
【０１７４】
　弛緩した製品股幅（６０８）
　弛緩した製品股幅は、左脚部開口部の下部縁部における製品の左側縁部の横方向最遠位
点から、右脚部開口部の下部縁部における製品の右側縁部の横方向最遠位点までの横方向
距離である。図２を参照されたい。横方向距離は、製品の長手方向軸に垂直に測定される
。
【０１７５】
　平均ストランド間隔
　認定されたＮＩＳＴ定規に対して較正され、０．５ｍｍまで正確な定規を使用して、セ
クション内の２つの遠位ストランド間の距離を０．５ｍｍ単位で測定し、次いで、そのセ
クション内のストランドの数－１で割る。
　平均ストランド間隔＝ｄ／（ｎ－１）、ここでｎ＞１
　０．１ｍｍ単位で報告する。
【０１７６】
　ストランド下圧力（平均ストランド下圧力とも呼ばれる）
　特定の条件下で、セクションの各個々の弾性ストランドによって付与される平均圧力と
して定義される。これらの条件は、次のように定義される（図１６を参照）。
　－セクションは、７ｇｆ／ｍｍの応力まで引っ張られる（実験的に決定された消費者に
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好ましい応力範囲内）
　－セクションは、その周囲が代表的周長として定義される円筒上に引っ張られる
　式中：
　－ストランド下圧力（ｐｓｉ）＝１．４２２＊ストランド力／（２＊代表的半径＊平均
ストランド直径）
　－代表的半径（ｍｍ）＝代表的周長／（２＊π）
　－代表的周長（ｍｍ）＝４６０ｍｍ
　－応力（ｇｆ／ｍｍ）＝（セクション内部のストランド力の合計）／（セクション幅）
　－セクション幅（ｍｍ）＝（セクションにおける弾性体の数）＊平均ストランド間隔（
ｍｍ）
　－ストランド力（ｇｆ）＝ストランド歪み（％）＊０．０４６８７５＊平均Ｄｔｅｘ
　－ストランド歪み（％）＝セクション内部の各弾性ストランドにおける歪み
　－平均ストランド直径（ｍｍ）＝２＊ｓｑｒｔ（ストランド断面積／π）
　－ストランド断面積（ｍｍ２）＝平均Ｄｔｅｘ／ストランド密度／１０，０００
　－ストランド密度（ｇ／ｃｃ）＝１．１５ｇ／ｃｃ（ポリウレタン尿素系のスパンデッ
クス弾性体の業界標準）
　－Ｄｔｅｘ（ｇ／１０，０００ｍ）＝測定の標準的な織物単位。Ｄｔｅｘは、材料の１
０，０００ｍに対する重量である。
　－平均予歪み＝基材層と組み合わせる前のセクションにおける弾性ストランドの伸張の
量
　－最大歪み＝平均予歪み。これは、各セクションが引っ張られ得る歪みの最大量である
。これは、平均予歪みを超えることはできない。
　－最大断面力＝最大歪みまで引っ張られたセクションの各ストランドの合計。
【０１７７】
　断面係数
　所与のセクションの弾性率として定義される。断面係数（弾性率とも呼ばれる）は、３
ｇｆ／ｍｍ～７ｇｆ／ｍｍのセクションの応力対歪みデータの線形勾配である（図１５を
参照）。断面係数を次のように計算する。
　断面係数＝［７ｇｆ／ｍｍ－３ｇｆ／ｍｍ］／［（７ｇｆ／ｍｍでの断面歪み）－（３
ｇｆ／ｍｍでの断面歪み）］
　式中：
　－７ｇｆ／ｍｍにおける断面歪み＝７ｇｆ／ｍｍ＊（平均ストランド間隔）／ＤＴＥＸ
－ＦＡＣＴＯＲ
　－３ｇｆ／ｍｍにおける断面歪み＝３ｇｆ／ｍｍ＊（平均ストランド間隔）／ＤＴＥＸ
－ＦＡＣＴＯＲ
　－平均ストランド間隔（ｍｍ）＝ｄ／（ｎ－１）
　－ｄは、セクションの２つの遠位ストランド間の距離（ｍｍ）である。
　－ｎは、ｎ＞１のときのストランドの数である。
　－ＤＴＥＸ－ＦＡＣＴＯＲ＝３７．５＊平均Ｄｔｅｘ／８００（測定され、指定された
ｄｔｅｘ）
　－断面係数は、（ｇｆ／ｍｍ）単位で報告される。
【０１７８】
　平均デシテックス（平均Ｄｔｅｘ）
　平均デシテックス法を使用して、物品全体に存在する弾性繊維の長さ加重基準、又は物
品から抽出された対象試料における平均Ｄｔｅｘを計算する。デシテックス値は、弛緩状
態のその材料の１０，０００メートルで存在する繊維のグラム単位の質量である。弾性繊
維又は弾性繊維を含有する弾性積層体のデシテックス値は、多くの場合、弾性繊維又は弾
性繊維を含む弾性積層体の仕様の一部として製造業者によって報告される。平均Ｄｔｅｘ
は、入手可能な場合、これらの仕様から計算される。あるいは、これらの指定された値が
既知でない場合、個々の弾性繊維のデシテックス値は、走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）などの
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好適な顕微鏡技術を介して弛緩状態の繊維の断面積を決定することによって測定され、フ
ーリエ変換赤外（ＦＴ－ＩＲ）分光法を介して繊維の組成を測定し、次いで、組成物の密
度の文献値を使用して、繊維の１０，０００メートルで存在する繊維のグラム単位の質量
を計算される。物品全体から除去された個々の弾性繊維、又は物品から抽出された試料に
ついて、製造業者に提供されるか、又は実験的に測定されたデシテックス値は、以下の表
現で使用され、ここで、存在する弾性繊維間のデシテックス値の長さ加重平均が決定され
る。
【０１７９】
　物品又は物品から抽出された試料中に存在する弾性繊維の長さは、既知であれば、それ
らを有する物品又は試料の構成要素とそれぞれ関連付けられた全体寸法及び弾性繊維予歪
み比から計算される。あるいは、寸法及び／又は弾性繊維予歪み比は既知ではなく、吸収
性物品又は吸収性物品から抽出された試料は分解され、全ての弾性繊維が取り除かれる。
この分解は、例えば、接着剤を軟化させるために穏やかに加熱して、低温スプレー（例え
ば、Ｑｕｉｃｋ－Ｆｒｅｅｚｅ，Ｍｉｌｌｅｒ－Ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ
（Ｄａｎｂｕｒｙ，ＣＴ））を用いて、又は接着剤を除去するが弾性繊維を膨張、変更、
若しくは破壊しない適切な溶媒で行うことができる。弛緩状態の各弾性繊維の長さを測定
し、ミリメートル（ｍｍ）単位で最も近いｍｍまで記録する。
【０１８０】
　平均Ｄｔｅｘの計算
　吸収性物品、又は吸収性物品から抽出された試料内に存在する弛緩した長さＬｉ及び、
繊維デシテックス値ｄｉ（製造者の仕様又は実験的に測定される、のどちらかから得られ
る）の個々の弾性繊維ｆｉのそれぞれについて、吸収性物品、又は吸収性物品から抽出さ
れた試料の平均Ｄｔｅｘは、次のように定義される。
【０１８１】
【数２】

　式中、ｎは吸収性物品又は吸収性物品から抽出された試料中に存在する弾性繊維の総数
である。平均Ｄｔｅｘは、デシテックスの最も近い整数値（１００００ｍ当たりのグラム
）に報告される。
【０１８２】
　任意の個々の繊維のデシテックス値が仕様から知られていない場合、以下に記載される
ように実験的に決定され、結果として得られる繊維デシテックス値は、平均Ｄｔｅｘを決
定するために上記の式で使用される。
【０１８３】
　繊維に対するデシテックス値の実験的測定
　上記の手順に従って吸収性物品又は吸収性物品から抽出された試料から取り出された弾
性繊維のそれぞれについて、各弾性繊維Ｌｋの弛緩状態の長さを測定し、ミリメートル（
ｍｍ）で最も近いｍｍまで記録する。各弾性繊維は、その組成を決定するために、ＦＴ－
ＩＲ分光法を介して分析され、その密度ρｋは利用可能な文献値から決定される。最後に
、各繊維をＳＥＭで分析する。繊維は、その長さに沿って垂直に３つのほぼ等しい位置で
切断されて、ＳＥＭ分析用のきれいな断面を作り出す。これらの断面が露出した３つの繊
維セグメントを、ＳＥＭサンプルホルダー上に弛緩状態で装着し、金でスパッタコーティ
ングし、分析のためのＳＥＭに導入し、繊維断面を明確に解明するのに十分な解像度で撮
像する。繊維断面は、測定された断面における任意の斜めの歪みを最小化するために、検
出器に対して可能な限り垂直に配向される。繊維断面は、形状が変化してもよく、いくつ
かの繊維は複数の個々のフィラメントからなってもよい。いずれにせよ、３つの繊維断面
のそれぞれの面積は、（例えば、円形繊維の直径、楕円形繊維の長軸及び短軸、及びより
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複雑な形状の画像分析を使用して）決定され、弾性繊維の３つの面積の平均ａｋ（平方マ
イクロメートル（μｍ２）の単位）は、０．１μｍ２単位で記録される。測定されたｋ番
目の弾性繊維のデシテックスｄｋは次によって計算される。
　ｄｋ＝１００００ｍ×ａｋ×ｐｋ×１０－６

　式中、ｄｋは、グラム単位（計算された１０，０００メートル長さ当たり）であり、ａ

Ｋは、μｍ２単位であり、ρｋは、グラム毎立法センチメートル（ｇ／ｃｍ３）単位であ
る。分析された任意の弾性繊維について、実験的に決定されたＬｋ及びｄｋ値は、その後
、平均Ｄｔｅｘ用に上記の式で使用される。
【０１８４】
　開口面積
　弾性ストランドによって閉塞されていないセクションの割合として定義される。孔なし
フィルムは、開口面積を０％有する。有孔フィルム開口面積＝（開口部によって占有され
る面積）／（フィルム全体の面積）。ベルト、サイドパネル、又は耳パネル、ウエストバ
ンド、カフ、羽根のうちの１つ以上にフィルムを含む今日の市販の使い捨て吸収性物品は
、５０％を超える開口面積を有すると考えられていない。
【０１８５】
　開口面積は、以下のように定義される。
　開口面積（％）＝（平均ストランド直径）／平均ストランド間隔
【０１８６】
　平均予歪み
　試料の平均予歪みを、測定した力がセルの限界の１％～９０％以内となるロードセルを
使用した定速の延伸引張試験機（好適な計器は、ＭＴＳ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐ．（
Ｅｄｅｎ　Ｐｒａｉｒｉｅ，ＭＮ）から入手可能な、Ｔｅｓｔｗｏｒｋｓ４．０Ｓｏｆｔ
ｗａｒｅを使用したＭＴＳ　Ｉｎｓｉｇｈｔである）で測定する。分析に先立ち、物品を
２３℃±２℃、及び相対湿度５０％±２％で２時間調整し、同じ環境条件下で試験した。
【０１８７】
　初期ゲージ長調整後に破断伸度を実行するように引張試験機をプログラムする。まず、
クロスヘッドを１０ｍｍ／分で最大で０．０５Ｎの力まで上げる。電流ゲージを調整され
たゲージ長に設定する。試料が破断するまで１００ｍｍ／分の速度でクロスヘッドを上昇
させる（最大ピーク力の後の力降下２０％）。クロスヘッドをその元の位置に戻す。力及
び伸長データは、試験を通して、１００Ｈｚの速度で得られる。
【０１８８】
　較正されたキャリパブロックを使用して公称ゲージ長を４０ｍｍに設定し、クロスヘッ
ドをゼロにする。試験ストリップの中央部がグリップの２０ｍｍ下方に位置付けられるよ
うに、試料を上部グリップに挿入する。試料は、引張軸に垂直に折り畳まれ、この位置を
達成するためにグリップ内に配置されてもよい。グリップが閉じた後、余分な材料をトリ
ミングすることができる。試験片を下部把持部に挿入し、閉じる。もう一度、ストリップ
を折り畳むことができ、次いでグリップが閉じた後にトリミングすることができる。ロー
ドセルをゼロに合わせる。試料は、最小限のたるみを有するが、ロードセルにおける力が
０．０５Ｎ未満であるべきである。試験プログラムを開始する。
【０１８９】
　データから、力（Ｎ）対延伸（ｍｍ）を構成する。平均予歪みは、弾性体の不織布が係
合される延伸部に対応する曲線の屈曲部から計算される。屈曲前の曲線の領域（主に弾性
体）、及び屈曲後の領域（主に不織布）に対応する２本の線をプロットする。これら２本
の線が交差する延伸を読み取り、延伸及び補正されたゲージ長から％予歪みを計算する。
％予歪みとして０．１％を記録する。各エラストマー積層体の３つの複製サンプルの相加
平均、及び０．１％単位で平均予歪みを計算する。
【０１９０】
　経時的な力緩和
　試料の経時的な力緩和を、測定した力がセルの限界の１％～９０％以内となるロードセ
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ルを使用した定速の延伸引張試験機（好適な計器は、ＭＴＳ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐ
．（Ｅｄｅｎ　Ｐｒａｉｒｉｅ，ＭＮ）から入手可能な、Ｔｅｓｔｗｏｒｋｓ４．０Ｓｏ
ｆｔｗａｒｅを使用したＭＴＳ　Ｉｎｓｉｇｈｔである）で測定する。分析に先立ち、物
品を２３℃±２℃、及び相対湿度５０％±２％で２時間調整し、同じ環境条件下で試験し
た。１２．７ｍｍの幅のゲージ長さ２５．４ｍｍ（弾性伸縮に平行）を可能にするように
サンプルサイズを調製する。
【０１９１】
　引張力が０．０２９４Ｎ／ｍｍに達する工学歪みを決定するために、引張試験機をプロ
グラムして伸長を実行する。
【０１９２】
　経時的な力緩和試験の間、上述のように第２のサンプルを調製し条件を整える。上述と
同じ機器で、試験を実施した。これは、３７．８℃の温度で実施される。上記のように、
試料を歪みまで伸長させる。サンプルを１０時間保持し、実験を通して１００Ｈｚの速度
で力を記録し、押出ストランド先行技術製品のデータ、及び本明細書に記載されるような
ビーム弾性体を含む本発明のエラストマー積層体のデータを示すチャートを図２５に示す
。
【０１９３】
　開口面積
　弾性ストランドによって閉塞されていないセクションの割合として定義される。孔なし
フィルムは、開口面積を０％有する。有孔フィルム開口面積＝（開口部によって占有され
る面積）／（フィルム全体の面積）。ベルト、サイドパネル、又は耳パネル、ウエストバ
ンド、カフ、羽根のうちの１つ以上にフィルムを含む今日の市販の使い捨て吸収性物品は
、５０％を超える開口面積を有すると考えられていない。
【０１９４】
　開口面積は、以下のように定義される。
　開口面積（％）＝（平均ストランド直径）／平均ストランド間隔
【０１９５】
　結論
　本明細書で開示する寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限られるとして理解
されるべきではない。その代わりに、特に指示がない限り、このような寸法はそれぞれ、
列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味することが意図されてい
る。例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することが意
図される。
【０１９６】
　相互参照されるか又は関連する全ての特許又は特許出願、及び本願が優先権又はその利
益を主張する任意の特許出願又は特許を含む、本明細書に引用される全ての文書は、明示
的に除外されるか、又は別途制限されない限り、参照によりその全体が本明細書に組み込
まれる。いかなる文献の引用も、本明細書中で開示又は特許請求される任意の発明に対す
る先行技術であるとはみなされず、あるいはそれを単独で又は他の任意の参考文献と組み
合わせたときに、そのような任意の発明を教示、示唆、又は開示するとはみなされない。
更に、本文書における用語の任意の意味又は定義が、参照することによって組み込まれた
文書内の同じ用語の意味又は定義と矛盾する場合、本文書におけるその用語に与えられた
意味又は定義が適用されるものとする。
【０１９７】
　本開示の特定の実施形態について例示し記載したが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更及び修正が可能であることは当業者には明白であろう。したが
って、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求の範
囲にて網羅することを意図したものである。
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